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序章 本プランが目指すもの
(1)私の課題意識
いじめや体罰をはじめとする教育現場の問題が、連日報道を賑わせている。また、これ
らの問題と関連して教育委員会制度の見直しや教員の資質向上の議論もすすんでいる。さ
らに教育再生実行会議は、大学教育を受けるために必要な能力判定のための新たな達成度
テストの導入1を提言している。これと運動して(中央教育審議会高大接続特別部会や高等
学校教育部会の合同会議も平成25(2013)年12月12日に行われた2。
また、2000年代以降の規制改革を求める政策基調は、教育界にも影響を与え続けている。
特色あるカリキュラムづくりをすすめ、魅力ある学校づくりを行うことで、生徒,保護者・
地域の信頼を得るのは当然のこととして捉えられるようになってきた。特に高等学校では、
総合選抜制度の廃止や、学区制度の見直しといつた規制改革がすすめられ、入学生徒を確
保するために自校をアピールする必要に迫られている。
さらに大量退職・大量採用時代を迎え、兵庫県の平成26年度教員採用試験でも、すべて
の校種を合わせて 1280名が合格している3。 30歳代後半から40歳代の教員が他の年代に
比べて少ない中、ベテラン教員の持つ知を継承しつつ、新たな知も創造できる若い教員の
育成は、校種や地域を越えたわが国共通の課題である:私たちには、生涯学習社会で学び
続ける生徒を育成する大きな使命がある。平成25年度から始まった新しい高等学校学習指
導要領の総則には、「知識基盤社会」時代の到来に対応する確かな学力、豊かな心、健やか
1教育再生実行会議は、平成25年10月31日「高等学校教育と大学教育との接続 。大学入学者選抜の在り
方にういて」(第四次提言)において「(1)大学教育を受けるために必要な能力判定のための新たな試験 (達成
度テスト (発展レベル)(仮称))の導入」「②多面的・総合的に評価・判定する大学入学者選抜への転換」
「(0高等学校教育と大学教育の連携強化」を唱えている。  ′
2中央教育審議会高大接続特別部会は、高等学校から大学までを通じて育成すべき力として、「知識にとど
まらない汎用的能力の育成が必要」であるという見解と、「大学教育における社会で求められる能力の育成
の前提として、大学入学者選抜においては汎用的能力を測定することが必要」だとの認識を示している。
3兵庫県教育委員会が発表した「平成26年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験の結果について」を
参照している。最も教員採用が厳しかつた今から18年前の平成8(1990年度ではすべての校種をあわせた採
用が210名であつた。この世代が現在の30歳代後半から40歳代に相当する。
な体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことの重要性が述べられている。自ら学び、
考え、判断し、行動する生徒を育成するには、私たち教員自身が主体的に教育活動に取り
組む術を身につける必要があることを自覚せねばならない。中央教育審議会の議論におい
ても、新たな学びを支える教員の養成と、学び続ける教員像の確立4が求められている。
この高等学校の特色化と、教員の人材育成を両立させる組織的な取り組みを具現化した
いというのが私の研究動機である。そして、.外発的な動機づけによらず、学校が内発的に
動機づけられて、教員が主体的に活動できる取り組みを提案したい。30歳代後半から 40
歳代の中堅教員の人数が少ない現状において、特色あるカリキュラムを自ら編み出して、
学校の自律的な運営を担える人材づくりのしくみを研究することには大きな意義があると
考えている。
平成20(2008)年4月に始まった専門職大学院である教職大学院では、F理論と実践の
融合」がスローガンに掲げられ、理論的認識や反省的実践を深める中で、現場とかい離し
ない教員の育成が志されてきた。しかし、このような学び方は、未だ試行錯誤を重ねてい
る段階である。私は、現職教員として教職大学院に在学する2年間の学びの中で、現任校
との信頼関係を構築し、理論に裏づけられたプランを現場に提案し、実践を図る研究スタ
イルを模索してきた。このように大学と学校現場が連携したアクションリサーチのスタイ
ルで研究を行い、学校現場に学びの成果を還元することも本研究の大きな目的としている。
(2) 明石南高校の課題
兵庫県立明石南高等学校 (以下明石南高校と表記する)は、大正 10(1921)年に兵庫県立
明石高等女学校として創設された。『一番星みつけた』の作詞者でもあつた初代校長生沼勝
は、―生徒の自発的な興味・関心を引き起こすことを教育目標とした。地元では「明南」の
愛称で親しまれる伝統校である。
明石市内は、昭和50(1975)年から総合選抜制度で高校入学試験が実施されてきた。明石
南高校は、学区の公立高校の中で、専門学科やコースを有していない唯一の高校であり、
単独選抜の入学試験は行つてこなかつた。その中で、昭和47(1972)年開校の明石北高校や、
昭和59(1984)年開校の明石城西高校が、理数コー スや英語コースを核とした学校づくりを
行い、明石南高校は次第にその地位を低下させていつた。
この状況を一変させたのが、平成 12(2000)年から始まった「県立高等学校教育改革」5の
推進である。新たなタイプの高等学校の新設や、総合選抜制度の廃止などが次々と打ち出
4中央教育審議会は、平成 24年8月28日の第82回総会において「教職生活の全体を通じた教員の資質能
力の総合的な向上方策について (答申)」 を取りまとめている。
http:〃www.mext.go.iprb menu/shingi/chukvo/chukvoOんoush n/1325092.htm
5兵庫県教育委員会は、平成 12年2月に、県立高等学校の教育改革を推進する平成 20年度までの概ね
10年間の「県立高等学校教育改革第一次実施計画」を策定した。
httpγ/wwЧrhyogo‐c.ed.jp/～koko‐bo/kailcaku/keikaku‐frame.html
される中で、明石学区においても、平成20(2008)年度から総合選抜による入試制度が廃止
された。この兵庫県教育委員会が推進した教育改革の流れの中で、平成 19(2007)年に、明
石南高校は全日制普通科から全日制総合学科に改編する決断を行った。このように伝統校
でありながら新しい学校づくりに取り組んできた “古くて新しい高等学校"が、明石南高
校である。
明石南高校は、総合学科改編によつて、キャリア教育を柱とする多くの教育活動に取り
組むようになつた。“私の未来(キャリア)は明南(ここ)からはじまる"をキャッチコピー に、
高校3年間を見通したカリキュラムを用意し、生徒一人ひとりが自分の未来をデザインし、
個に応じた進路指導を行うことを目指してきた。
その反面、改編当初は、大規模な人事異動やシステム転換による混乱も生じた。明石南
高校は、校長、教頭から臨時的任用講師までを含めて71名、事務職員や非常勤職員を含め
ると92名の大所帯で、合計117もの科目を開講している。大きな組織と複雑なカリキ子ラ
ムを有して日々 の教育活動を行つている」このような総合学科高校では、横断的な組織運
営や、総合的な学びの構築が必須であるよしかし、改編後も旧来型のセクショナリズムが
打破されたわけではなく、カリキュラム全体を俯敵する能力も教員に十分に備わつていな
かった。また、多様な進路志向を持つ生徒の学びの保障が、十分に行われているとも言い
難い状況があつた。平成 25(2013)年4月1日現在、主幹教諭と教諭(再任用を含む)の52
名の教員のうち、平成 19年総合学科改編以前の普通科時代に在籍していた教員は9名(う
ち再任用4名、育児休暇中1名)であり、全体の17%にすぎない。「進学型総合学科」を標
榜した改編後は、教職員の大幅な入れ替えにより人心は刷新された。一方で、主幹教諭と
教諭をあわせた教員の年齢構成は、30歳代が17人で最も多く、全体の30%以上を占めてい
る。20歳代の臨時的任用講師や非常勤講師を含めると実際の若手教員の数はさらに増え、
職員室には活気がある。このように、同じ時期に赴任した比較的キャリアの浅い教員は、
個々には積極的かつ献身的に日夜生徒のための努力を続けている。ただ彼らには、文部科
学省や兵庫県教育委員会をはじめとする総合学科高校への期待や要求を的確に把握して、
自校のやり方に適応させていくというような視点は乏しい。また、リー ダ‐シップを発揮
して集団をまとめたり、フォロワーシップを発揮して集団を支えたりすることのできる教
員も少なく、お互いに様子を伺い、深い関係性を築けているとはいえない状態があつた。
つまり、一人ひとりの教員は熱心に授業に取り組もうと考えていたり、実際に長時間にわ
たつて仕事をしたりしている。ただ、専門性の殻に閉じこもり、個業化している場合も多
く、組織的に指導する風土が醸成されず、特色あるカリキュラムを開発し、実践すること
は難しかつたと言える。
しかし、成熟度が低く、集団が組織化されていない総合学科改編当初の激変期はすでに
過ぎた。これからは、葛藤や混乱をきたす変革段階の模索期から、取り組みを一般化する
制度化段階へと学校づくりをすすめなければならない
6。 っまり、総合学科への改編という
外発的なインパクトを用いて組織改革をすすめた段階から、協働の組織づくりをすすめる
ことで、人材の育成を図りつつ、内発的な学校改善意欲を高める段階へと組織を成長させ
る必要があるということである。
(3) 明石南高校の強みとなる資源
前節で指摘した明石南高校の課題を解決し、組織的かつ主体的に特色あるカリキ三ラム
づくりをすすめられる人材育成を行うには、お互いに知識や情報を共有し、高めあう組織
風土を根づかせることが重要である。そのあるべき姿を構築するために真っ先に活用すべ
き資源は、学科改編の変革期を共有した若い教員集団である。すでに総合学科改編から 7
年の月日がすぎた。高等学校の1サイクルを3年とすると、すでに3まわり目に入り、集
団の成熟度は、改編当初に比べて高まつている。このタイミングで、若い教員を大きく伸
ばす人材育成のしくみを構築で,きれば、持続的に大きな成果を生み出せると私は考えてい
る。                                            .
もう一つの大きな人的資源は、これから増え続ける総合学科で学んだ卒業生である。平
成26(2014)年3月には5期生を卒業させることになる。明石南高校を平成22(2010)年
に卒業した総合学科1期生は、今年で23歳を迎える。社会ですでに活躍していたり、大学
などでの学びを続けたりしている彼らに、自らの高校時代を振り返つてもらい、明石南高
校のカリキュラム評価を受けることが可能になつた6現在の彼らに高校時代の学びを振り
返ってもらうと、「指示待ち人間ではなく自分から積極的に学ぶ姿勢」の重要性を説く者が
多く、「どのような人間になりたいかを考える機会を多く設けて、目的意識をもつて日々 を
過ごせるようにしてもらいたい」とか、「自分のことは自分が納得できるように、自分で考
えるということが大事だと思う」など、私たち教員や在校生にとつて意義深い明石南高校
のカリキュラム評価を得ることができる。このような卒業生の評価は、教員の視野を広げ、
カリキュラム全体を俯腋する能力の開発につながり、特色あるカリキュラムづくりをすす
める基盤になると私は考えている。
このような明石南高校が持つ人的資源を生かし、特色あるカリキュラムづくりをすすめ
るために必要なモノやカネといつた資源には1兵庫県が推進する学力向上推進プロジェク
ト事業7の取り組みがある。明石南高校は総合学科改編以降、このプロジェクトの指定を受
けて、継続的な取り組みを重ねてきた。授業研究会を行らたり、公開授業週間を設定した
6大野(201"は、時間軸で組織改善を提える考え方は、ある段階でどのような方法を採用すべきかの指針を
与えると指摘している。
7各校の特色に応じた日標を設定し、優れた学力向上プランの実践を支援するプロジェクトで、県下の高等
学校30校が指定を受けている。明石南高校では、平成21年度から学力向上プロジェクト(平成24年度から
平成26年度までは学力向上推進プロジェクト)の指定を受けて、授業改善の取り組みを継続している。
httptllwwW.hyogo・c ed.jpノ～meinan‐hs/8_蒼akuryOkЦ」nspireノgakuFyoku lnspire.html      ヽ
りしての授業互見、全教員による生徒授業アンケー トの実施も毎年続けてきた。その結果、
授業改善を図ることに抵抗のない組織風土が根づきつつある。この取り組みには、事業の
予算の裏づけもあり、大学教授など外部の専門家を招聘することも可能である。
そこで私は、明石南高校の強みである学力向上推進プロジェクト事業を活用した授業研
究の場に、ヒト・モノ0カネの資源を集中させることで、人材の育成を図りつつ、内発的
な学校改善意欲を高めることができると考えた。また、この授業研究の場は、外発的な学
校改革要求を内発的な学校改善推進力に変換し、特色あるカリキュラムづくりに結びうけ
る議論の場に成長させることができる。この議論の場を、内発的な学校改善推進と教員の
職能成長を促す機能を併せ持つ「明南総合学科フォーラム」と名づけ、将来的には学校経
営のシンクタンクとしても機能させたいと考えた。種々の外発的な学校改革要求は、今後
もますます強まることが予測される。これからの国や兵庫県の教育施策に注目しつつヾ新
たな発想の授業づくりやカリキュラムづくりを担える人材を育成するという課題を解決す
るプランを提案したいと私は考えている。
そして、,この提案は、今年度に明石南高校が取り組んだ学力向上推進プロジェクト事業
の取り組みの一部をプロトタイプ8として組み込んで実施することを構想した。これは、計
画の記述に留まらず、私自身がこ?取り組みにアクテイブに関わり、研修会やフォーラム
を現場で実践し、生成された成果と課題を検証しながら、全体のプランをより精緻に積み
上げようというものだ。そこで、実際に明石南高校で平成25年度に行つた取り組みを踏ま
えた実践可能なプランを本研究では検討していきたい。          1     ,
(4)本プランで援用する理論の整理
兵庫県においては「第2次県立高等学校教育改革」が平成25年度で終了し、ハード面の
整備からキャリア教育や学力向上といつたソフト面の整備に関心が移行している。しかし、
高等学校においては、明石南高校のように授業研究や全校生徒による授業評価アンケート
を主体的に行つてきた学校は珍しい。授業研究を効果的にすすめるための学校経営の手だ
てを明確に持たない高等学校が多く、何から着手すればよいかが分からなかつたり、そも
そも授業研究を軽視したりする傾向すらある9。
総合学科高校として多様な学びを展開する明石南高校には、個々の学びを有機的にカリ
キュラムに紡ぎあげることが求められている。そのためには、どのような生徒を育成する
8上田 (200のは、「アウトプットは必ずしも完成形である必要はない」「プロトタイプとは、最終形に到達
する前につくる試作のことである」「いまの段階のものを外化して、メタ認知してみることが大事なのだ」
と述べている。今年度の本校での取り組みは、あくまでプロトタイプであり、決して完成形ではないが、そ
の実践から具体的な成果と課題を得ることができた。
9木原は、「高等学校では授業研究もそれ然外の活動もほとんど組織されていなかつた。まずそれらをスター
トさせるための学校長等の意思決定やアクションが期待される」(2012め、「今後、授業研究論と学校経営論
の接点をさらに開拓する努力がそれぞれの分野の研究者 。実践家に期待される」(2012b)と述べている。
のかという教育目標に向かつて、生徒の学力向上を図る手だてを考える必要がある。これ
は、明石南高校が取り組んでいる学力向上プロジェクトの明確なミッシヨンでもある。こ
のミッションを達成し続けるためには、教科ごとのセクション、あるいは単元ごとのセク
ションで教育内容を考えるのではなく、学校全体の トー タルなカリキュラムを教育目標の
達成に向けて機能させるカリキ三ラムマネジメントの発想を持つ必要があるЮ。特に、経
験年数の少ない教員が多く、複雑な選択科目群からなる教育課程をもつ明石南高校には、
教育目標を明確にしたカリキュラムマネジメントの視点を持つことが要求される。
このような学校経営を行うためには、教員集団が主体的に生徒の現状を分析し、そこか
ら抽出された課題を共有した上で、日標を設定する必要がある。その手続きを踏まずに、
上からの統制で外発的に動機づけてしまうと、教員の「やらされ感″が蔓延し、内発的な
学校改善推進力は生まれない。
そこで、授業研究論と学校経営論をつなぎ、かつ内発的な学校改善推進力も生み出すし
くみとして、私は知識創造理論・ と学校組織開発論2に着目した。
知識創造理論は、イノベーシヨンを生み日々 発展する組織には、形式知と暗黙知がダイ
ナミックなスパイラル運動を繰り返し、組織の中で知を増幅、創造していく知識創造の機
能があるという理論である。日々 の教員の経験を共有し、教員の持つ膨大な暗黙知を表出
できれば、大きな学校改善推進力を生み出すはずである。
また、内発的な学校改善をすすめる実践研究として佐古の学校組織開発論がある。内発
的な学校改善を生み出すには、教員どうしが生徒の実態を共有し、課題を整理しながら、
自律的に教育課題を生み出していく作業が重要になる。外発的に与えられた課題ではなくt
協働的に課題を生成していくプロセスヘの参加が、教員の意欲を高めるのである。私は、
このいわゆる学校組織開発の手法を用いて校内の意思形成をはかつていくことを構想した。
佐古の言う学校組織開発論では、情報の交換と共有を行う場 (機会)を“学校のコアシ不
テム"と位置づけ、協働プロセスの支援機能である “プロセス・ファシリテート機能"を
学校に組み込んでいくことを求めているB。
この手法を用いて、久我はアクシヨンリサーチによる研究を教職大学院の現職院生と意
10中留 。田村 (200のは、わが校ではどのような生徒の資質・能力を育てていくのか、共通理解を前提にし
た教育の理念 (価値)が教育目標であるとし、カリキュラムマネジメントをあえて定義づけるならば「各学
校が教育目標の達成のために、児童・生徒の発達に即した教育内容を諸条件とのかかわりにおいてとらえ直
し、これを組織化し、動態化することによつて一定の教育効果を生み出す経営活動である。」としている。
11野中・紺野(199のは、経験を共有し、主観的な暗黙知を客観的に可視化できる形式知に表出化し、形式知
を組み合わせ、再び新たな暗黙知として内面化するSECIモデルを提唱している。
12佐古(2006)は、学校組織開発のねらいを協働的なプロセスによりながら、学校としての基本的な教育課題
の生成 (学校としての一定の意思形成)を実現し、そのことによつて学校の内発的な改善力を高めていくこ
とをねらいとすると述べている。
13佐古(2011)は、協働化のための学校組織の体制や運営について、コアシステムとファシリテー トチームの
2つの条件を充足することが有効だと述べている。
欲的に行らてぃる“。久我は、教師の専門性の中心概念である省察概念を学校の組織過程
に援用することで、教師の主体的な組織化による教育改善を実現する組織開発プログラム
を「教師の主体的統合モデル」馬として開発し、実践研究を重ねている。この基本プログ
ラムを現職院生のファシリテートで実践展開し、その適用可能性と教育改善の効果性を明
らかにしようとするものである。その結果、このモデルの学校現場への適用可能性の示唆
が得られたことに加え、「優れた教師の省察の視点を学び合うことによつて、若手の人材育
成につながる可能性も高まる」と指摘し、省察の深化効果や人材育成効果を確かめている。
また、「取り組むべき教育課題 (教育活動の軸)が明確になることによつて、すべての教育
活動をその軸と結びつけて展開するカリキュラムマネジメントの考え方が浸透する効果」
があると指摘して、カリキュラムマネジメントヘの高まりを期待している16。
そこで本研究では、兵庫県学力向上推進プロジェクトの一環として、佐古の言う情報の
交換と共有を行う場 (機会)である“学校のコアシステム"を研究授業づくりのための「校
内自主研修会」として設定した。そして “プロセスファシリテートチーム"として、明石
南高校の校内分掌に位置づけられている「学力向上推進委員会」を機能させ、その支援を
現職院生である私自身が行った。そして、学校外の参観者も招いて研究授業と授業研究会
を開くとともに、1年間の本校の取り組みを協議する授業研究フォ :ーラムを実施した。そ
れにより、内発的学校改善推進力を高めるとともに、校内で人材を育成し、カリキュラム
マネジメントの視点をそなえた学校経営を目指そうという実践研究を試みた。     1
本稿では、第1章で、個業性の強い高等学校現場において協働の組織風土づくりを行う
ために、佐古の提唱する学校組織開発論の導入を検討する。そして、学校組織開発の課題
がプロセスファシリテートチームにあることを指摘した上で、校内自主研修会の設置によ
リファシリテート人材も同時に育成するプランを提案する。
第2章では、平成24年度までに明石南高校が取り組んできた学力向上プロジェクト事業
を検証し、平成 25年度に新たに取り組んだ校内研修会や授業研究会、授業研究フオーラ
ムといった本プランのプロトタイプとして実践した知識創造の場づくりの試みを検討し、
その成果と課題を明らかにする。
第3章では、平成25年度の本校の実践から生成された成果と課題をふまえて、「明南総
合学科フォーラム」を開催するためのステップを示す。そして、知識創造の場づくりが、
教員の職能成長とも連動したカリキュラムづくりの場となることを示すとともに、この場
の議論が、総合学科高校としての課題意識の醸成や、ビジヨン0日標の共有へとつながり、
14久我(2010)は、「学校の実態を踏まえて、組織構造論、組織行動論に基づいた組織開発の枠組みを構築し、
学校改善を促すこと等、対象に効果をもたらすことを目的とした実践研究」を積み重ねている。
15久我(2011)p144
16久我(2010)は、「今後さらに、大学と学校現場との協働によるアクションリサーチ (実践研究)を通した
組織開発研究の蓄積」がなされることも求めていると
学校の継続的な発展を促すしかけになることを示す。
最後に、佐古の学校組織開発論の課題を解消するプロセスファシリテートチームのあり
方を提案するとともに、明石南高校の実践の汎用性についても検討する。さらに、教育環
境の変化が激しく、多様な生徒と向きあわればならない現場の教員を育成するとともに、
シビアな経営判断を迫られる学校長のシンクタンクとして、私の提案する知識創造の場が
機能する可能性を論じる。
8
第1章 学校組織開発論の検討
本章では、佐古の学校組織開発論を高等学校現場に円滑に導入する手法について検討す
る。佐古は、学校組織開発をすすめる上で、プロセスファシリテー トチームの存在を重視
しているにも関わらず、
|そ
の専門性や負担を考慮にいれていない。この課題を解消する「校
内自主研修会」の機能について分析し、ファシリテート人材を育成しつつ、特色あるカリ
キュラムづくりを目指すプランを提案する。
(1)高等学校に協働の授業研究の場をつくる意義 ′
学校では多様な生徒をめぐって、さまざまな出来事がおこり、その一つ一つに対して法
的根拠に基づいて適切に指導を積み重ねる営みが、日々 行われている。しかし、具体的な
ヶ―スの一つ一つに対する細かなマニュアルを用意するのは難しい。さらに、教室の中で
起きる出来事への対応について、上司の判断を逐一仰ぎ、決裁を受けるという手続きをと
りづらい。これを堀内rは、教職の自律性を核として教育実践から上昇的に学校を構成し
ていくベクトルである専門性原理と、その逆に教育の公的組織化を図つていく下降的ベク
トルである官僚制原理があると分析している。そして、学校は組織として規範性を必要と
するが、その最も中心となる部分では、教師の主体性や自主性が組織活動の必須なものと
して位置づけられており、この規範性と主体性・自主性の両立を学校は実現すねばならな
いと論じている。さらに、教員の役割として教育実践を個業として担うとともに、協働化
を実現していく主体として、教師は学校組織に位置づくものであると明快に述べている。
この個業と協働の両立が、学校を動かす内部のしくみなのだ。そして、この個業と協働の
レベルを高めることが教員の職能成長につながり、学校長にはそれらを計画性と主体性と
実践性の中で具現化する経営が求められているし             、
佐古博は、このような特質を提えて、学校を個業性の組織と呼んでいる。この学校組織
の個業性の特質は、全ての校種に当てはまるが、教科ごとに教員が採用される高等学校に
おいては、特に顕著である。高等学校では教科の枠組みだけにとどまらず、科目や領域の
専門性も重視されるため、他人の専門領域に口出しすることがはばかられる風土がありt
教科間の連携はもとより、教科内の連携ですらおばつかない学校が多い。そのため、学校
をあげての組織的な研究授業や授業研究会はもちろんのこと、授業互見する機会も同一教
科内であってもほとんどなかつた。つまり、高等学校教員の職務の中核をなす教科指導の
専門性を高める研修は個々人に任せられているのが現状で、教科指導力の伸長に個人差が
生じる大きな要因となつている。
授業づくりが個々の教員に委ねられてきた高等学校では、授業研究を行うどいう発想が
17堀内(1985)pp145‐p1 0
18佐古(2011)は、「組織の形態をと
職の遂行に専ら依存した組織状況」
りながら、その主要な課業の遂行に当たつては個々の教員の個別的な教
があると考えている。
そもそもなかった。また、個業性が強く、教育学部出身者の少ない高等学校では、教える
内容の専門性を高める教材研究は行つても、どのように教えるかという “子どものための
教材研究"という発想に乏しかつたり。しかし、多様な背景を持つた家庭の増加や、近年
急速に研究や実践のすすんでいる特別支援の必要な生徒への対応などを考えると、従来通
りの高等学校のチョー クとトー クの授業スタイルだけでは早晩指導に行き詰まることが予
測される。また、財政逼迫による教育予算削減により、これまで教科指導の専門性向上に
寄与してきた各種研修会や研究会べの参加、先進校視察等の出張は大きく制限されるよう
になっている。このことからも、高度化し、複雑化する教育に対応できる教員を育成する
しくみを校内に構築することには大きな意義がある。
吉崎は20、 授業研究の目的として①授業改善のため、②カリキュラム開発のため、③教
師の授業力量形成のため、④授業についての学問的研究の進展のための4つをあげている。
さらに、授業研究の課題として、教師の実践知を形式化する方法論を確立させることと、
高校の授業を対象とする授業研究を活発化させることをあげているa。
教育活動の根幹をなす授業づくりを、校内の資源を見渡して、学校経営計画にプランニ
ングするとともに、各教員が潜在的に有している育ビカを発揮する場や機会を増やし、積極
的に学校独自の特色あるカリキュラムづくりに参画させるしくみを構築することで、内発
的な学校改善をすすめることができる。そこで本プランでは、高等学校では難しいとされ
る世代や校内分掌や教科の枠を越えて自由に討議できる授業研究の場の設定を提案する。
この授業研究の場を「校内自主研修会」として学校のコアシステムに位置づけ、計画的に
運用し、研究授業案を協働で作成することにした。
個業化のすすんでいる高等学校の風土に、このような協働の授業研究のしくみを導入す
ることは、組織的に教科指導力を向上させることにつながる。また、自分の専門性の中だ
けで生きてきた高等学校教員の視野を広げることにもつながる。これは、カリキュラム全
体を俯嗽する能力の開発につながり、特色あるカリキュラムづくりにつながつていく。こ
れまで明確には意識されてこなかつた教育目標や、どのような生徒を育てたいのかという
教員集団の共通理解なしに、形だけのカリキュラムをうくろうとしても実際には機能しな
い。カリキュラム開発は、教育目標とセットになつた授業づくりに基盤がある。その目標
づくりと授業づくりを教員の協働で行い、教育目標を共有化する。その取り組みによつて、
各教員の職能成長が促されるとともに、学校全体のカリキュラムが意識されることにつな
がる。そして、このような教員集団の協働化は、学校の内発的改善の推進力にうながると
考えている。          ・
19吉水(2013)は、教科の学習内容 と学習方法の妥当性を問 う技術的実践 とともに、教室の出来事に対する
洞察と省察と反省 とい う反省的実践の両面を授業研究に位置づける必要があると述べている:
20 吉崎(2012)pl
21 1ョ崎(2012)pp9‐10
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(2)学校組織開発論のフアシリテー トチームの課題
前述の通り専門性、個業性の強い高等学校では、個人の中に蓄積された説明しようのな
い暗黙知を表出しようという動機に乏しく、まして形式知に転換して、集団で共有しよう
とする雰囲気は皆無である。このため組織的な知識共有はされにくく、協働して仕事をす
すめるという推進力は生まれにくかった。そのため、下降的ベクトルである官僚制原理と
しての働きを強めることで、教育の公的組織化を図ろうという教育行政の動きが強まるし、
管理のしくみだけを用いて教員集団を動かそうとする管理者が現れてしまう。このような
外発的な動機づけによつて学校改善が志向されることが、実態とそぐわない一律的な改革
となり、かえつて学校現場の改革への動きを鈍らせたり、一時的な改革に留まったりする
要因となつている。
このような学校の風土に、教員の協働のしくみを構築することが、本プランの大きな目
的である。そこで、教員の自律性と協働化の2つの要件を軸とする学校組織開発論に着目
した。佐古の提唱する学校組織開発論22の協働とは、「情報(知識、経験等)の交流、共有(す
なわち組織的コミュニケーション)と、実態→課題→実践の一連のプロセスを進展させてい
く過程」23を指している。このしくみは、野中の提唱するSECIモデルのサイクィレとも似通
っていて、暗黙知を形式知に転換する知識創造の機能も同時に発揮することが期待できる。
この協働化を目指す組織体制や運営は、情報の交換と共有を行う場を、学校のコアシステ
ムと位置づけ、協働プロセスの支援機能を学校に組み込んでいこうとするシンプルなモデ
ルである。
この学校組織開発を進めるには、ファシリテー トチームの献身的な働きが要求される。
例えば、教員が協働的に課題生成すること自体への戸惑いや不安を払拭するために、ファ
シリテートチームが取り組みの趣旨を再度説明したり、各教員の負担を軽減する策を新た
に考えたりして、組織開発の取り組みを修正した事例などが報告されている24。 佐古自身
は、情報の整理と集約、フィー ドバックによる共有化の促進をチームで行うことによつて、
高い専門性が要求されないことと、一定の継続性が担保されると主張している6
しかし、佐古のいくつかの実践報告にもあるように、実際にはこのファシリテートチー
ムが、教員個々の声なき声を拾い上げ、膨大なデータ処理を行つた上で、簡潔に情報を示
す作業を行ったり、軌道修正にリー ダァシップを発揮したりしている。このような献身的
かつ模範的な地位をファシリテTトチームが示さなければ内発的な学校改善にはつながら
22中村(200つによれば、組織開発とは「アクションリサーチやシステム理論を含めた行動科学の知見や手法
を用い、ヒューマニステイックな価値観に基づきながら、組織の効果性を高めることを目標として実施され
る。組織内のプロセスや組織文化などの人的要因を含めた組織の諸次元に対して、協働的な関係性を通して
働きかけていく、計画的、長期的、体系的な実践である」と定義されている。佐古自身は、経営学や社会心
理学等で一般に用いられている組織開発という用語と区別して、内発的な改善力を高めることをねらいとし
た学校づくりのための組織開発と限定して「学校組織開発」を用いている。    |
23佐古(2011)p143
24佐古(2000p169
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ないのは明白だ。自らの教職の力量を高めつつ、大所高所から的確に組織を支援できる教
員は、個業性の高し
・ヽ
高等学校現場においては少ない。佐古の研究は、教員が個業化してい
るところに前提がある。だから、組織を担う教員個々の職能成長を促すという観点は弱い。
すなわちファシリテートを担う個々の教員の職能成長支援の観点に欠けていると言える。
組織を献身的にファシリテートできる人材の育成を同時にすすめなければ、学校組織開発
の理論は空転する。
この佐古の学校組織開発論の課題解決を試みているのが、久我の「教員の主体的統合モ
デル」である。久我25は、教員の内発的動機に着日し、個々の教員側からのアプロニチで
組織化をはかる取り組みを実践している。そして、実施手順や効果検証の方法の開発の他、
副校長や主幹教諭t指導教諭などの新たな職を含めたトップマネジメントチームによるフ
ァシリテートを機能させる方法について検討している。これらのファシリテートの方法と
して、それぞれに設定されている教育活動をどのように結びつけて展開するかというカリ
キュラムマネジメントの側面でのファシリテートと、組織化を促進する組織マネジメント
にかかるファシリテートの2点をあげている。
しかし、久我の主張するトップマネジメントに頼るファシリテート手法の導入は、その
マネジメントを託された副校長や主幹教諭等の新たな職の教員もふくめ、教員の受け身の
動きにつながることが危惧される。そもそも、学校組織開発論や教員の主体的統合モデル
は、内発的な動機づけによる改善をはかることが目的である。本プランで目指すのは、教
員の意欲を喚起し、教員の主体的な取り組みを引き出すしくみを構築することである。内
発的な学校改善推進力を高める学校組織開発をすすめるには、ファシリテートチームをど
のように組織するかを検討する必要がある。あるいは、ファシリテニトチームそのものの
育成をはかるような手だてが必要であり、この学校組織開発の課題点を解消する方策につ
いての検討が必要である。
(3) ファシリテート人材も育成する「校内自主研修会」の機能
前節で指摘した学校組織開発論の課題点であるファシリテートチームのあり方について
検討する。
高等学校では、教員個々の専門性は高いが、他者と交流して自らの培つてきた知や経験
をメタ認知的に省察する機会が少ない。学校全体はおろか、教科や科目内でも知識や教育
技術を高めようとする営みはほとんど行われてこなからた。そこで私は、校内自主研修会
を知識創造の場として活用することを提案した26。 これは、教員が本能的に抱いている授
25 久我(2011)o158
26山崎(2006)は、知識創造の具体的活動として校内研修会や授業研究会を挙げており、「授業者や観察者個々
人がもつている知識を全体の知識として共有化して、学校組織の創造性を向上させていく方法である」と述
べている。
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業がうまくなりたいという欲求を刺激するねらいがある6この内発的な取り組みに変化し
やすい授業研究の分野を学校組織開発に用いようと構想した。そして、コアシステムとし
て設定した校内自主研修会での知識共有と交流によってく教員が主体的に学ぶことが期待
される。この場を導入するにあたつては、教職大学院で学ぶ私自身がファシリテート役と
なり、現場の教員を支援することにした。
しかし、導入当初は教職大学院生である私がファシリテー ト役を果たすが、この場には
研究授業者として、場のイニシアチブをとる教員が現れるはずである。私の構想する校内
自主研修会の議論の中心にいるのは、研究授業者である。校内自主研修会での自由闊達な
議論の中で、研究授業者のリー ダーシップと、それを支える研修参加者のフォロワーシッ
プが生まれる。今日のリー ダーシップ研究27では、リー ダーシップはフォロワーシップと
一対の概念であり、フォロワーシップの発揮によリリー ダーシップが現れるとされている。
そして、従う価値のある権限とは、フォロファたちが自分の意志で意識的に、リーダーに
対して許したものだけであるとしている。
こうして研究授業者は、全体を見通して場をリー ドしたり、ある時はベテラン教員の声
に耳を傾けたりする能力が開発される。この能力は、議論を促進するファシリテート能力
に結びついていくと考えられる。私の提案する校内自主研修会は、このように研究授業者
のファシリテート能力を開発するしくみも兼ね備えた取り組みになると考えた。
また、研究授業者には若手教員のメンター的存在を志向する資質も育つはずである。研
究授業者の経験や暗黙知を可視化することで、同じように研究授業をしてみたぃという若
手教員、も現れるはずだ。このような後続集団が出現すれば、人材育成の好循環が生まれ、
持続的に内発的な学校改善推進力が生みだせる。
この学校組織開発論や教員の主体的統合モデルは、協働を目指す取り組みであるが、こ
れは全員参加の共同体づくりというコンセプトと言い換えても良い。これは、“ホンダのワ
イガヤ職場"に代表されるように野中郁次郎はじめ多くの経営学者が変革の推進力の重要
な要素に挙げている28。                        、
このような校内自主研修会の活性化は、カリキュラム開発29の考え方にも通じていく。
これは、学校組織開発論と同じく下降的な官僚制原理からの脱去口を志向し、教育行政の枠
組みによつて理解されてきた教育課程編成の問題を解決しようとする理論である。いわゆ
27グリーンリー フ(2008)は、サーバントリーダーシップを提唱している。識別能力と決断力を兼ね備えた、
フオロワーとしてのサーバン トは、サーバント・ リーダーと同じくらい重要で、誰もがその両方の役を演 じ
る場合もあると述べている。また、池田・金井(2007)は、「力づくで引つ張るのではなく、ミッションに向
かつて自発的に歩み始める人を後押しする。それは使命感に基づいてなされる高貴な行動であり、組織やチ
ームに日標を達成させる大きな力になる」と述べている。
28例えば、野中・竹内(2011)
29田中(2000は、校内にはびこるセクショナリズムを打破するには、カリキュラムと教師教育を一体化さ
せる必要があると主張している。さらに「学校を開く」とは、カリキュラムを外部環境からの要求を汲み入
れて開発することであると指摘している。
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る “学校に基礎を置くカリキュラム開発"である。カリキュラムづくりは学校現場で進め
るべきであり、そのために教師教育と一体化すべきであるのだ。言うまでもなく学校教育
の中核は、教員個々の行う授業にあり、その授業の個性を拾い上げながら、どのように特
色あるカリキュラムに紡ぎあげるかという手腕が現代的な課題として学校経営者に求めら
れている。校内自主研修会の設置は、授業研究そのものに成果をあげることはもちろん、
授業研究の場をファシリテートする人材を育成し、特色あるカリキュラムづくりの推進に
つながる有効な手だてとなると考えている。
(4)特色あるカウキュラムをつくる「明南総合学科フォー ラム」の機能
本研究では、いかにして学校の内発的な改善推進力を高めるかに焦点をあてているが、
協働の授業づくりの段階から、特色あるカリキュラムづくりの段階へと発展させ、その議
論の場となる「明南総合学科フォーラム」を実施するまでの道筋を提案する。
教員の日々の本来業務である授業づくりは、学習指導要領等の要請に応じつつ、組織的
な目標と系統的な計画下で行われるべきものである。それと同時に、教員の内発的動機づ
けにより、個々の教員の専門性が発揮される教育実践を提供し続けられるように支援する
ことが、学校経営の要となると私は考えている。ところが、高等学校での授業づくりの分
野を起′点としたカリキュラムづくりの組織的な実践事例は少ない30。学校が自ら主体的に、
かつ本質的な教育活動の改善を行えるようになること、すなわち内発的な改善力をもつ学
校へ発展するためには、学校の中核業務である生徒の学びを保障した授業づくりにおいて、
教員だけではなく学校を取り巻くすべてのステ∵クホルダーの人知を結集した知識創造の
場づくりが必要だと考える。
そこで私は、教員が主体的に協働で行う校内自主研修会を実践することが、高等学校の
特色あるカリキュラムづくりを紡ぎ上げることに大きな効果があると考えた。この協働の
授業づくりを行う校内自主研修会で、個々の授業を改善する段階をLEVELlと定めた。この
段階では、各教員が持つている暗黙知を表出する場として校内自主研修会を設定し、研修
内容を紙媒体等で形式知に転換して、学校全体で共有するしくみをつくる。この校内自主
研修会が佐古の言う学校のコアシステムである。
この校内自主研修会での取り組みを基盤にして、学校の教育活動全体を見通した協働の
到達目標づくりやカリキュラムづくりを創造できる集団にレベルアップさせるのが、次の
LEVEL2の段階である。この段階では、生徒や卒業生の授業評価やカリキュラム評価をダイ
レクトに取り入れるフォ,ラム形式の場づくりを行う。これはアンケート形式の評価と違
30中留・田村(200のは、新しいタイプの高校が生み出す特色あるカリキュラムマネジメントとして、総合学
科高校や単位制高校では、生徒にも自らの時間割づくりを通してのカリキュラムマネジメントマインドが求
められ、生徒による時間割編成とかかわつて様々なマネジメントカが教師に求められるとして、いくつかの
高等学校の事例を挙げているが、日々の授業研究を起点にした実践事例は少ない。
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い、顔の見える状態での教員と生徒の知識交流をはかるものである。実際に授業を受けて
いる生徒や、明石南高校の3年間の学びを経験した卒業生の声を直接聞き取り、教員とや
りとりすることで、生徒の学習意欲を高め、教員の授業改善意欲を高めるとともに、カリ｀
キュラム全体を俯嗽する能力の開発を期待している。
さらに、この場に、保護者や地域、他の高校の教員、近隣小中学校教員の参画も促し、
外部に広く開かれた全教員参力日の研究フォーラムの場を設定する。この校内自主研修会の
進化形である研究フォーラムを「明南総合学科フォーラム」として実践する段階をLEVEL3
として設定した。この場では、ピアレビューを得て、新たな知識を協働で生み出すことが
可能である。明石南高校が取り組んでいるカリキュラムの全体を評価し、カリキュラム改
善や開発を行つていく示唆をえようというものだ。
昨今のいじめや体罰問題、大学入試センター試験に代わる新たな達成度テスト導入とい
った大学入試改革の問題など多岐にわたる教育課題について、自校を取り巻く環境を的確
に分析し、迅速な決断を迫られる学校長には、今後もますます大きな負担がのしかかると
予想される。しかし、それらのすべての問題に対して学校長がオールマイテイに対応する
ことは、もはや現実的には不可能だ。当然、これまでも教育委員会事務局や保護者、地域
と連携して課題解決を図つてきたわけであるが、今後もますます外発的な学校改革要求は
高度化し、複雑化することは容易に想像できる。現在、何か問題が起こると官民間わずに
第二者委員会を設置することが危機管理の常套手段となっている:しかし、トラブル解決
だけのためにこのような有識者会議を設定するのは、いかにももつたいない。学校経営者
が、よりよい学校づくりのために、積極的に最新の情報を多角的に収拾する諮問機関やそ
れに付随するワーキンググルニプのような組織をもつことは、大きな経営強化につながる
はずだ。
この開かれた「明南総合学科フォーラム」で、教育目標を吟味し、それに見合ったカリ
キュラムに対する知識共有と交流をはかることで新たな知見を生み出し、適切な資源投下
を行える学校経営のあり方を私は構想している。
1.ノ
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第2章 本プランのプロトタイプ実践の検討
授業改善に抵抗のない組織風土の強みを生かした知識創造の場づくりを基軸とする本校
の改善プランの発端となるのが研究授業づくりのための「校内自主研修会」の協働の取り
組みである。この取り組みは、本校の学力向上推進プロジェクトの取り組みと私の行つて
いる学校組織開発論を用いた教職大学院での研究とを連動させて実践してきたものである。
本章では、今年度に取り組んだ明石南高校の学力向上推進プロジェクトの実践内容とそ
こから抽出された成果と課題を検討する。
(1)平成21年度からの学力向上推進プロジェクトの取り組み
明石南高校では、平成21年度から足かけ6年にわたる兵庫県教育委員会の「県立高等学
校学力向上推進プロジェクト」関連の事業指定を受け、生徒のさらなる学力向上を目指し
て、実践に取り組んでいる最中である。平成21年度から平成23年度までの取り組みとし
て「生徒への学習・生活実態調査」、「授業公開週間」、「生徒による授業評価」の実施など
の定着を3年計画ですすめてきた。その成果として、個々の授業改善意欲は涵養されてき
ており、これらの取り組みは組織風土として根づき始めている。
また研究授業の取り組みについては、平成21年度と平成22年度については、各教科で
責任を持って授業相互参観を実施して、イントラネット上の共有ファイルに参考点・改善
点等を書き込む形式で行つた。そして、この「授業相互参観」と「生徒による授業評価」
(年2回実施)の参考点や改善点を学力向上プロジェクト委員会で検討し、各教科0年次
において、授業改善策を検討する方式で取り組んだ。しかし、教科ごとの取り組みに温度
差が見られることに大きな課題があり、全校的な取り組みとして授業研究会を実施するア
イデアを持つには至っていなかつた。
また、講師費として使える学力向上プロジェクトの予算を全体講演会にあてて、年2回
程度の講演会を実施してきた。しかし、多くの教員は、その時は理解していたつもりでも、
時が経つと講演内容を忘れてしまうような受け身の研修会であった。
そこで平成23年度は、研究授業者を校内で公募する方式で4名の教員が授業研究を行う
ことにした。その際、国語、理科、音楽、英語の各研究授業担当者の希望する外部講師を
授業づくリアドバイザーとして招聘することに予算を手当した。4名の研究授業担当者はt
この外部講師に事前の授業づくりの相談を受けながら、11月に実施する授業研究会に向け
て、夏休みから計画的に指導案づくりに取り組んだ。
この授業研究会には他校からの参加も多数あり、平成21年度から3年間の学力向上プロ
ジェクト指定の取り組みの集大成として一定の評価を得た。しかし、プロジェクト開始当
初からの課題である評価規準・基準に基づく指導のあり方や、学校全体での授業研究の取
り組み転換には、なお課題を残した。
そこで、引き続き平成24年度から平成26年度にかけての学力向上推進プロジェクトの
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事業指定を受け、「到達目標を明示した教科指導のあり方」というテーマを掲げて、平成
24年度は授業評価シートの改善に取り組み成果をあげた。しかし、複数の外部講師をアド
バイザーに招聘して行う授業研究会は予算の関係上、実施が難しく、見送られることにな
らた。
また。新しい学習指導要領に対応した教育課程づくりもこの時期にすすめられたが、学
校全体を俯厳したカリキュラ
^づ
くりには程遠く、コマをいかにして埋めるかという作業
に終始した感は否めない。時間割編成作業に長けた専門集団や各教科や各年次を代表する
委員で構成された教育課程委員会は存在する。しかし、校内で行われる各種の取り組みを
掌握し、生徒の学力や学習状況を的確に把握した上で学校全体の教育目標を議論し、さら
に教員の人的資源をどのように効果的に活用すればよいかという視点で、カリキ子ラムを
紡ぎあげていく場がないことは、大きな課題であると私は考えている。このようなカリキ
ュラムを紡ぎあげる場が、知識創造の場として機能することで、人材も鍛えられ、 トップ
ダウン型のリー ダーシップスタイルではなぃ、内発的で献身的なリー ダニシップも発揮さ
れると考えている。
(2) 平成25年度の学力向上推進プロジェクトの深化
校内のファシリテートチームである学力向上推進委員会は、平成24年度中にこれまでの
取り組みを踏まえて、平成25年度のプロジェクトの内容を意欲的に企画、検討し、取り組
みのロードマップを年度当初には全教員に示せるように周到な準備を行つてきた。 1
そして、平成25年度の明確な達成目標として、全校をあげてのスタイルで11月に研究
授業と授業研究会を実施する提案を行った。さらに、この授業研究のプロセスを指導する
スーパーバィザーとして、兵庫教育大学教職大学院授業実践開発コ‐スの吉水裕也教授を
招聘して専門的な助言を得る内諾も得た。
吉水教授には、本校全教員に対して、5月に「到達目標を明示した教科指導の在り方に
ついて一教科を通して育てたい子ども像の明確化一」と題した全体講義を依頼した。この
全体研修で最低限の共通理解をはかつた上で、各教科でミーティングを開き、教科で育て
たい生徒像として3年間の長期的な到達目標を定め、1年スパンの中期目標も作成した。
そして、各教科会で定めた目標にそつた授業評価シートを作成し、授業改善をはかる取り
組みをすすめた。
その上で6月には、H月の研究授業者を校内公募し、7月には同期採用の30代半ばの伸
び盛りの中堅教員である数学科男性教諭と英語科男性教諭が授業者に決まった。この二人
の研究授業者を中心にして、研究授業実施に向けた事前研究を、教科枠を越えた協働の形
で実施することを企画し、7月30日以降に合計3回の校内自主研修会を行つた。
この校内自主研修会で、研究授業の指導案を検討し、11月には広く外部参観者も招いて
実施する授業研究会を計画した。
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(3)校内自主研修会の検証
このプロジェクトで実施した研究授業づくり校内自主研修会には、4つの機能を持たせ
ることを意図した。
まず、研修会参加者がそれぞれに有している個人に属する暗黙知に気づき、具体的な形
式知に転換し、参加者相互でさらなる集団の知として発展させる知識創造の場とすること
をねらった。各教員が持っている授業に対しての思いや、培ってきた技術を言語化し可視
化することによつて、個人の暗黙知を形式知に転換し、その形式知を共有して、さらに研
修参加者の暗黙知として内面化する場にすることを意図したのである。
このようなワークショップでの討議は、言語化された知識を参カロ者が自分なりにメタ認
知できる点に意義があり、それにより教員の職能成長が促されることをふたつ日のねらい
とした。
3点目には、研究授業者である二人の中堅教員が、一人で作業するのではなく互いに交
流し、影響しあつて、高めあえることをねらいにした。一人で解決できるレベルと、困難
にぶつかったときに誘導的な質問や援助を与えあうという協働によつて、互いに切磋琢磨
し、導きあいながら授業づくりをする場として校内自主研修会を設定した鋭。
このような教科枠を越えた、様々な知や経験を持つ教員の自由な参カロと発言を促すこと
で、研究授業者二人の可能性の枠を広げるとともに、教員集団の協働の風土を醸成するこ
とが4点目のねらいである。
初回の校内自主研修会は平成25(2013)年7月30日に実施し、8名の参加を得た。まず、
研究授業者二人がこれまでの授業づくりで意識してきたことをスピーチし、それに基づい
て授業づくりで大切にすべきことを個人でブレインストー ミングした。その後、2グルー
プに分かれて模造紙にまとめて発表しあつた。この研修会で抽出された授業規律とモチベ
ーションの両立が、今年の研究授業づくりの基軸をなす考え方となつた。
初回の研修会参加者にとつたアンケー トの自由記述回答からは、他教科との交流や、他
の教員の視点を知るなどの情報交換や共通認識の場として有意義であったとのコメントを
得ることができたしただし、参カロ者が少なかつたことへの指摘もあり、「この会にもう少し
多くの先生が参加していただければと思います。若い先生方には今後の授業づくりの参考
になりますし、ベテランの先生方にはこれまでの経験や知恵を伝えていく良い機会になる
と思います」という意見もみられた。
いずれにせよ授業規律やモチベーションといつた授業づくりの根幹をなす部分が可視化
されたことや、アンケート記述で情報共有と知識交流の意義が参加教員から見出されたこ
とは、学校組織開発や知識創造を目指した校内自主研修会の効果性を示していると言える。
続いて、8月30日には 15名の参加を得て、研究授業者二人が提案した授業構想を討議
31ヴィゴッキー(2012)の唱える発達の最近接領域 (Zone of PrOximal Development:ZPD)理論にヒン ト
を得た。
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する会を開いた。
数学科の研究授業は、「なぜそうなるのか」というクリティカルシンキングを大切にした
9つのマスロを使つたオリジナル教材が提示され、参加者で実際に取り組んでみた。教科
の枠を越えて、生徒の日線で、どうすれば理解しやすくなるかのアイデアを出し合い、活
発に討議をするうちに研究授業者自身の頭の中の整理がすすんだ。この研修会で、時間配
分、ゴール設定、ルールの周知を改善するという新たなアイデアが創造され、それを踏ま
えた指導案を作成していくことになった。
英語科の研究授業は、文法を教えるだけではなく、まとまった英文が書けるように、英
文の書き方を教えたいという授業者の思いを反映して、ライティングの授業を実施するこ
ととなつた。段落構造をビジュアル化した独自のワークシートを開発し、 トピックセンテ
ンスからサポートセンテンスヘの流れを可視化して、授業をすすめる構想が提案された。
意見のやり取りを経るうちに、「分担して書けばいいのでは」「この構文は必ず使う」など
の具体的な助言が複数の国語科教員から寄せられた。また「生徒に書く必然性を感じさせ
られるか」というモチベーションの根幹に関わる指摘を受けて、参加者で討議した結果、
英文を書く必然性を生徒にいかに感じさせるかという課題を持って指導案を練ることにな
った。
この研修会は初回より参加者が増えたこともあり、参加者の知識交流はより活発であり、
新たな知識創造の場となつたことが、研修会参加者のアンケートの自由記述回答から伺え
る。例えば、「活発な意見交換が教科を越えてできたことはとても意義があつたと感じます。
授業者に気づきがあつたことはもちろん、参加者全員に気づきがあり、授業を組み立てる
発想の広がりが生まれたと思います」と記述した教員がおり、この場での知識共有が新た
な気づきにつながり、教員の内発的な動機づけを生むことを示唆している。
また研修会のスタイルとして、「若い先生方の活気あふれる意見交換は励みになります。
意見やアイデアの何を取り入れるかは各先生方に委ねられますが、思いつくまま出すとい
うことがとても大切ですね」とか、「発表者側の準備は大変だったと思いますが、“筆記具
一つで参加できる"というのが、こういう会を活性化すると思います」との記述が見られ、
自由闊達に議論できるオープンな雰囲気をつくることが、校内自主研修会の成功の鍵であ
ると言える。
この夏休みの2回の研修会後も、授業者は自らのこれまでの取り組みを振り返つたり、
職員室内で同僚からのアドバイスを受けたり、外部の研修会に参加したりして、さらに授
業構想を練り上げていく様子が観察された。
そして、研究授業のおよそ4週間前の10月18日に、指導案を検討する第3回の校内自
主研修会を14名の参加を得て実施した。
前回の研修会同様に、数学科の研究授業は、どのように生徒にルール説明するかという
点に多くの議論の時間を費やした。そして、生徒にどのように気づかせるのか、どこで教
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員が介入するのかというシミュレー ションを行つた。
また英語科の研究授業は、「生徒の関心に即したトピックを選定する必要があるのではな
いか」という意見と、「論理的な文章構成力を養うならば、論理展開しやすいトピックを提
示した方がよいのでは」と相反する2つの立場から多くの意見が出た。その議論の中から
「これまでの英語の他科目のトピックを題材にしてはどうか」という新たな提案が生まれ、
授業者の大きなヒントになった。
|この研修会後にも、何度か学習指導案を修正し、両授業
者ともに吉水教授にも助言を受けながら、修正を重ねて11月12日の研究授業にのぞむこ
ととならた。
(4) 様々なツールを活用した知識共有の取り組み
佐古の学校組織開発論が成立するには、情報の整理と集約、フィードバックによる共有
化の促進をプロセスファシリテートチームが行えることが条件である。しかし、この情報
共有と交流のプロセスを円滑にすすめることは至難の業である。そこで、プロジェクトの
進行状況の全体を共有し、校内自主研修会の議論を共有できるように、ファシリテートチ
ームである学力向上推進委員会が、『学力向上推進プロジェクトだより』にまとめて全教員
に発行した。現在まで11号にわたつて発行している。
校内自主研修会では、教員間の暗黙知を表出させ、議論してきたわけであるが、それら
を『学力向上推進プロジェクトだより』にまとめて可視化することで、形式知として全教
員で共有化することをはかつた。
さらに、学校ホームページ上に「学力向上プロジェクト」のページを作成し、ウエブ上
で外部に向けても情報公開し、知識共有をはかつている。明石南高校の総合学科でのキャ
リア教育の取り組みは年々整備され、生徒指導のシステムも軌道にのつている。今後は、
学力向上を含めた生徒の資質向上と、外部の協力も得ながら教員の授業改善に本腰を入れ
て取り組んでいくことが大きな課題である。その課題克服のために、明石南高校が兵庫県
の学力向上プロジェクト推進事業の指定を継続的に受け入れて、教員研修を積んでいる実
績を外部に広く公開し、評価の場を設けることも新たな知識創造に必要不可欠となる。す
でに地域や保護者の参観も含めた公開授業週間の設定や、研究授業の取り組みは浸透して
いる。さらにこれらの取り組みを広くアピー ルするとともに、積極的な外部からの学校評
価を活用することが必要だ。この外部との知識共有は、個々の授業改善にとどまらず、学
校内外の力を合わせた組織的な取り組みとしての特色あるカリキュラムづくりにつながつ
ていくと考えている。
この外部との知識共有と交流の取り組みを実現する新たな試みとして、11月12日に行
う数学科と英語科の授業研究会の翌週の11月19日に、「明石南高等学校学力向上推進プロ
ジェクト授業研究フォァラム」と題して、フォーラム形式の研究会を実施した。このフォ
ーラムには、明石南高校の全教員が参加し、県内の高等学校や近隣中学校にも案内して広
く参加者を募った。このフオーラムは、吉水教授をコーディネーターとして、2名の研究
授業者、学力向上委員長、本校教諭 1名の合計4名をパネリストに、明石南高校の学力向
上推進プロジェクトを省察し、知識共有と交流、暗黙知から形式知への転換、そして参加
者全員の暗黙知に再び落とし込むという知識創造の場となることをねらいとした。また、
研究授業を単発のイベントに終わらせず、授業者にとつても、参観者にとつてもさらに省
察を深められると考えた。この授業研究フォーラムをプロトタイプとして実践したことで、
私の構想する「明南総合学科フォーラム」のイメージや開催に向けた課題を明らかにする
ことができた。
(5)今年度の取り組みの成果
本研究では、授業研究論と学校経営論を知識創造理論によつて架橋し、その具体を「兵
庫県学力向上推進プロジェクト事業」の研究授業づくりと授業研究会に求めた。そして、
私自身が実際に現場に介入し、企画、運営の実践を支援しくそこから生成された成果と課
題を分析することで、次年度以降のより精緻な「兵庫県学力向上推進プロジェクト事業」
の計画をたてることが大きなねらいである。そこで、今年度の本校の取り組みから見えた
成果を5点あげる。                _        ｀
まず、明石南高校の協働の雰囲気は内外から高く評価された。一連の学力向上推進プロ
ジェクト事業は、すべて “学び続ける生徒と教員で創る総合学科の学び"という特色ある
カリキュラムづくりを行うために、教員相互が高め合う組織風土を醸成することを大きな
方向性としてきた。校外からの参加者アンケ■卜の自由記述には「若い先生方を中心に授
業のことについて真剣に向きあおうとしていて刺激を受けました。最終的に学校全体とし
てどのようなことを学校の特色や、ウリにしていくかというところが各教科0領域でどの
ような学びを行つていくかというところにつながると思います。これは学校に関わる人全
員が共有し、協力してすすめていく必要があると思います。ぜひこれからも明石南高校全
体で取り組んでほしいと思いました」とのコメントがあつた。これらの評価は、学力向上
推進委員長によつて、12月の職員会議でも全体に報告され、今年度の成果を“協働の取り
組み"として総括し、次年度以降の取り組みに大きな弾みをつけた。
2点目の成果は、研究授業をターゲットに定めた校内自主研修会の有効性が教員間で自
覚されたことである。この事前研修も、学校内外ともに評価が高かつた。授業をどのよう
に構想し、実際にどのように学習指導案に計画していくのか、個々の教員が持つ授業づく
りのプロセスを可視化しtそのプロセスを共有できる事前研究としての校内自主研修会と
いうコンセプトは、今後も校内に定着させる文化であると考える。8月30日の校内自主研
修会事後アンケートには、「研究授業が終わつた後の研修をやっているような感じでした。
これから行う授業のフィードバックをすでにいただくというのは逆転の発想ですが、順序
を変えるだけで、随分違うものになると感じました」と夏休みの段階ですでに高い評価を
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得ていた。小学校や中学校で行われる “事前研"の文化は高等学校には皆無であるだけに
新鮮な驚きであったようである。11月19日のフォ∵ラムで吉水教授にも、「フィードバッ
クからフィードフォワードの発想をもつたところに今回の取り組みの意義がある」と評価
された。また、今年度の取り組みを振り返つた数学科の研究授業者の手記には、「今回のプ
ロジエクトにおいて、最も効果を感じたのは、研究授業に向けての事前の協議である。通
常、研究授業においては、事後の協議のみであり、学習指導案と実際に行われた授業、生
徒を主な観点として行われる。それに対して、事前の協議では,学習指導案を中心に、そ
れを実現するための改善点を主な観点で行うことができた。さらに、複数の教科の教員が
参加したことに大きな意義がある」とコメントした。同じく英語科の研究授業者は、「今回
の研究授業ではワークシヨップ形式で授業案を他の教員を交えて事前に議論する機会があ
りました。これまでの研究授業では研究授業の1時間だけの内容を見て授業の後に行う研
修会等でフィードバックをいただいて、『それでは今後そのご意見等を参考に授業改善をし
ていきます』というような流れでしたが、私のように経験が少ない教師にとつてはいろい
ろな先生からアドバイスやご意見を事前にいただくことができ、それを元に授業案を組み
立てていくことはとても有効な手段だつたと思います。力|えて他教科の先生に授業や指導
案について意見をいただくことによつて、多様な視点から授業を分析し改善することがで
きました。この方法は特に経験の浅い若手の教員にとつては非常に有効だと思います」と
のコメントが寄せられた。研究授業者二人にとつても、今回の取り組みで最も効果があっ
たのは事前の校内研修会であつた。
このことに付随して、自らの暗黙知と経験を語り合う研修の場の設定は、外部講師を招
いた一過性の講演会よりも内発的な動機づけを促す研修効果が1高いと確認できた′点が3つ
日の成果である。7月30日の校内自主研修会事後アンケートでは、「他の先生がどのよう
な視点で授業づくりをされているかを知る機会は少ないですし、またそれがとても役に立
つ事だと思います」とコメントしている教員がいる。内部環境や状況を把握していない外
部講師の講演は、新たな切り口で、外発的に刺激を与えるという意味では効果がある。し
かし、理解が深まらず、定着しなぃ研修になる可能性も高い。学校が置かれている状況が
共通認識され、共通言語を持つ同僚が講師として、あるいは聴き役として立場を入れ替え
ながら自らの暗黙知や経験をお互いに語ることは、当事者性を高め、腑にも落ちやすく、
自分のこととして課題を提えやすい。ツL戦的な取り組みを持続させ、内発的な学校改善を
促すには、外部講師による研修と、校内の研修を意図的に配置する必要があると言える。
4つ日として、この校内自主研修会のいわば講師役としてリー ダーシップを発揮した数
学科と英語科教員の研究授業者二人のキャリア開発がすすみ、さらには彼らを模範的な教
員としてリスペクトする後続の教員集団が生まれつつあることも大きな成果である。研究
授業者二人は、初期キャリアの段階を終えて、教員としてのキャリアアンカーを確立させ
るとともに、メンターとしての存在感を発揮する段階へすすむ世代である。今回の困難な
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取り組みを通して、授業者が自信を深めたことはもちろん、その困難にチャレンジする姿
を常に校内自主研修会の場や『学力向上推進プロジェクトだよヽり』で可視化したことで、
若手教員の大きな目標とならた。「私たちに続ぃて研究授業する若手が続いて欲しい」と研
究授業者二人ともがそろつて口にしており、彼らが指導、支援的立場へとキャリアステー
ジを移行していくきつかけとなることが大いに期待される。
最後に教科ごとに長期目標と中期目標を定めたことにも大きな意義がある。個業性、専
門性の強い高等学校の教科指導では、同一教科内であっても日標の共有や意識の統一をは
かることが少なかつた。そこで、5月の吉水教授の全体講義を皮切りに、各教科会におい
て長期目標である3年間で育てたい子ども像と、そこに到達するための1年間の中期目標
を定めた。これは、いわば目標を自己申告する目標管理の形態をとつているところにその
効用があつた。日標管理は成果主義と混同されがちであるが、日標管理の最大の利点は、
内発的な動機づけを促すことにある32。 今回のプロジェクトでは教科内で本質的な議論を
行いtまだ十分とは言えないが、日標を自主的に設定したことで、それを意識した授業づ
くりと評価が可能になつた。今回の数学科と英語科の研究授業もこの中長期の目標に沿つ
た授業づくりを行い、その到達度を評価しようと試みた。数学科の研究授業者は、「今回の
研究授業の目的は、疑問を持とうとするという数学科の到達目標を強く意識した授業であ
った。」と述懐している。英語科の研究授業者も「自分が感じたことや考えたことについて、
英語で伝える力を身につけるという英語科の長期目標に沿つてエッセーライティングの授
業を組み立てたい」と意欲を持うて授業づくりに取り組み、教科目標に従いつつも、主体
的な授業開発を行つていた。このような取り組みは、「はじめに日標ありき」で実践するカ
リキュラムマネジメントの第一歩を踏み出したと評価されると考えている。
(6)今年度の取り組みの課題
前節では5っの成果をあげた。しかし、プロトタイプとして試行した今年度の取り組み
からは根本的な課題も生成された。ここでは大きく4つの課題をあげる。
まず大きな問題としてあがつたのは、外部公開したフォ∵ラムのあり方である。校内ア
ンケートでは、複数の教員が外部公開に疑間の声をあげている。例えば、「会を開くことは
大変意義深いと思います。入り日のポスターにあったように『研究授業で終わらない』と
いう試みはすばらしいと思います。ただ、頭に残つたことは少なく、遠くから旅費を使つ
て出張をするには物足りないという感は否めません」とか、「取り組み自体は価値があるこ
とだと思つています。しかし、フオーラムのやりとりが外部の人を入れてするほどのこと
だったのか正直疑間です。校内のもつと自由に意見が出し合える環境で向上心を持ったも
のだけの集団に、一人講師を迎え、客観的に意見をしていただいた方が意味があつたと思
32 RFドラッカー (2001)は、 「目標管理の最大の利点は、自らの仕事ぶりをマネジメントできるようにな
ることにある。自己管理は強い動機づけをもたらす」と述べている。
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います」などのコメントがあつた。この11月19日の授業研究フォーラムに関しては、外
部参観者からの評価は一様に高かつたので、校内アンケー トとは相反する結果となってい
る。
次に、到達目標の文言の曖味さと、その評価方法についての指摘である。各教科で設定
した日標はもちろん(研究授業の本時目標についても、授業研究会や外部参観者からのア
ンケートで不備を指摘された。「始業時に生徒に本時の到達目標をきちんと明示すべきであ
る」や「より多くの他者との相互評価によつて、自分の理解や成果につながると同時に、
疑問や課題も見えてくる。それが本時のまとめとなり、冒頭の学習課題と終末のまとめが、
どのような学習過程を経て結びついてきたのかふりかえることになり、次の授業を構成す
るポイントが浮かび上がる」という指導と評価の下体化と授業改善の結びつきという根本
的な視点の欠落を指摘した意見が少なくなかつた。特に、形成的評価については、高等学
校現場において意識されることは少なく、その言葉を知らない教員も多くいると思われる。
今回の二人の研究授業者ともに、机間指導やワークシ∵ 卜の点検等、こまめな指導と評価
を組み合わせて(指導と評価の一体化を図つたつもりであつたが、他校種、特に小学校の
教員からは批半J的な意見を多く受けた。
3点目の課題は、研究授業後の授業研究会のあり方である。事前の校内研修会で協働の
授業づくりを行つたのは、事後の授業研究会において研究授業者一人が矢面に立っことを
防ぎ、参カロ者全員が当事者意識をもつこともねらいの一つに考えていた。これまでにあり
がちな授業研究会では、研究授業を行うための準備やストレスを授業者一人で背負い込ん
で苦労し、苦心惨愴して研究授業を行つたものの、授業後の反省会で本質的ではない揚げ
足取りをされたり、未熟さを指摘されたり、きちんと課題を指摘されなかつたりすること
も多かった。そのため「また研究授業しよう」という意欲や、「私もやつてみよう」という
後続集団が現れにくかつた。そのような事態を防ごうと考えたのが今回の校内自主研修会
の取り組み動機のひとつでもあつた。しかし、残念ながら校内アンケー トには「7月から
の自主研究会は冊子にあるとおり実りの多いものだつたと思います。本番の研究会では、
意見交換というより小中高の先生方の品評会のような雰囲気が強かったように思いました。
これでは次年度以降も積極的に会を開こうという流れにはなりにくいような。」という意見
が見られた。授業研究会の最後に、「研究授業者が得をする授業研究会を」という指導を吉
水教授にいただいたが、授業研究会のすすめ方は今後の大きな課題の一つである。
最後の4点日は、懸念していた学校組織開発を駆動させるプロセスファシリテートチー
ムの課題である。本プランでは明石南高校の学力向上プロジェクト推進委員会をファシリ
テートチームとして実践を試みている。この委員会は、教頭以下 12名で構成されており、
大半が各教科主任である。しかし、機動力が高いとは言えず、教頭と学力向上委員長が率
先してリー ダーシップを発揮することでプロジェクトを推進してきた。組織を献身的にフ
ァシリテートできる人材の育成を同時にすすめなければ、学校組織開発の理論は空転する
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と指摘してきたが、このプロジェクトを支える組織のあり方を根本的に改善する必要があ
ると言わざるを得ない。
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第3章 「明南総合学科フォーラム」開催へ向けての工程表
私は、知識創造の場として設定した校内自主研修会を「明南総合学科フォーラム」に進
化させて、特色あるカリキュラムづくりをすすめながら、同時に人材育成もはかることを
中長期的なプランとして構想した:今年度のプロトタイプ実践から生成された成果と課題
をふまえて、学力向上推進委員会では、すでに来年度の取り組みの方針を検討している。
本章では、その校内議論を参照しながら、「明南総合学科フォ●ラム」実施に向けた工程
を検討する。
(1)LEVELl 今年度の実践を制度化する
平成25年度に実施したプロトタイプとしての取り組みから生成された課題は、①フォー
ラムを外部公開すること合の抵抗感、②到達日標の設定と評価の曖味さ、③授業研究会の
運営方法、④プロセスファシリテートチームのあり方の4点があげられる。
これらの課題克服のためには、学校の発展段階を分析し、中長期的な時間的展望を見据
えて解決を図る必要がある33。 今年度の取り組みから生成された課題である「①フオーラ
ムを外部公開することへの抵抗感」は、まさに現段階でのソト開きの困難さを示している。
「②到達目標の設定と評価の曖味さ」「③寝業研究会の運営方法」といつた課題は、校内の
授業研究に対する成熟度の低さを示している。授業研究会後の平成25(2013)年12月24日
に開かれた学力向上推進委員会の議論でも、「指導と評価の一体化」について深入りするこ
とへの教員の警戒感が強く、各教科が設定した到達目標を達成するための具体的な指導方
法論を研究していく方向性で次年度の検討がすすんでいるも
このことから本校の発展段階を分析すると、明石南高校はウチ固め段階にあり、まずは
授業研究のすすめ方そのものを校内で共有して、組織の成熟度を高める必要があると言え
る。校内には、自分たちが主役として議論を尽くしたいという意見を持つ教員もおり、明
石南高校の授業づくりのスタイルを完成させたいという動機づけは強い。=方で、授業研
究協議を行う際に、参加者が共通の土俵で語れるレベルに本校教員の「指導と評価の一体
化」についての理解を高め、自らの指導をふりかえる評価手法を身につける必要があるこ
とも事実だ。そこで、本校の授業研究のレベルアップのための改善の手の打ち所は、教員
の理解のすすんでいない「指導と評価の一体化」の校内研修を継続しつつ、授業研究のし
くみを制度化することにある。
今年度は、兵庫教育大学の吉水教授を招いて、授業研究のあり方についての指導を受け
ながら、明石南高校のスタイルを模索してきた。これを1年限りの単年度の取り組みに終
33大野(2012)は、「組織の発展段階と関連させて変革の時間軸をみる捉え方は、状況適応論の経営思想と共
に普及してきたものと解されるが、『ウチ固め段階』、『ソト開き段階』等の段階性を内包する言葉で自校の
状況を説明することのある、学校現場にも応用可能と思われる」と指摘している。部下の成熟度によつてリ
ーダーシップのあり方を変革させるのと同様に、学校の成熟度によつても学校改善の具体的な方策は変化さ
せるべきであるということである。
わらせてはならない。弓|き続き、各教科が作成した到達目標や、その具体的な方法論のア
プローチについて校内での議論を深め、、専門的な見地からの指導助言を得る必要がある。
私はtこれまでもスポット的に外部講師を活用してこなかつた。校内の状況や授業者のカ
量を外部講師に把握してもらつた上で、研究授業づくりの事前指導から事後指導までを見
通した下,貫した研修計画をたててきた。この取り組みに関しても、長期的な見通しをもつ
て、外部専門家である吉水教授の指導を受けるマネジメントを行うべきであり、学力向上
推進委員会でもこの点については了承を得ている。
さらに来年度当初には、焦点化された授業研究会実施のために、授業研究の枠組みや、
生徒のつまずきを知る手だてとしての評価手法についての講義を吉水教授に依頼すること
｀
を検討している34。 生徒のつまずきを知る手だてとして、診断的評価、形成的評価、総括
的評価を行うことは必要不可欠である。これらの評価手法を用いて授業を改善する方法を、
校内自主研究会のしくみを使って研究し、評価手法を学ぶ機運を高めようと考えている。
また、授業づくりに長けた人材を育成し続けるしくみとしての校内自主研修会の機能を
定着させることも着手容易なLEVELlの取り組みである。校内自主研修会のしくみで育った
教員が、育てる側にまわり、場をファンリテートするという好循環を生み出すための制度
化が、優先的に着手すべき事項である。この校内のしくみの制度化段階をLEVELlとし、個々
の教員の授業改善をはかつていきたい6                 1
(2)LEVEL2 生徒や卒業生を交えた授業研究フォーラムの開催
LEVELlの取り組みを基盤にして、学校の教育活動全体を見通したカリキ子ラムを協働で
創造できる集団にレベルアップさせるのが、次のLEVEL2の段階である。「教育ムラ」とも
椰楡される教育界の閉鎖性は、批判の的となつている。内向き志向の学校現場に外の風を
取り入れて、ソト開き段階にまで高めることは大変難しいことであることを前節でも述ベ
た:今年度の取り組みでは、いわゆる身内以外の者に対する拒否反応が強かつた。しかし
ながら、外部の視点で自らの教育活動の評価を受けることは、教員の気づきを生み、教員
の内発的な行動を促す大きなきつかけとなる。
浅野35は提供者発想ではなく、カウンターの向こう側にいる顧客の立場で学校のミッシ
ョンを考えることの重要性を述べている。学校は生徒を外部資源、あるいは顧客として捉
える視点が希薄である。しかし、生徒本位の学校づくりをすすめる視点を持つことに異論
を持つ教員はいない6生徒以外にも地域や保護者、卒業生等の多様な視点で総合学科の学
34具体的には暗黙知の次元に留まつている教科指導の知識やスキルを形式化するセッションを吉水教授の
指導の下で教員が研修し、「授業の見所を定めて授業研究会で議論する」ように授業研究をシステム化する
試みを行おうと考えている。
35浅野(2011)は、「誰に対してわが校は貢献しているのか (貢献対象)」「どのような方法で貢献しているの
か (貢献方法)」「わが校の何が貢献しているのか (貢献内容)」 を検討し、ミッションを考えることの重要
性を述べている。
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びを検討することは従来から求められてきたことである。
そこでLEVEL2の取り組みとしては、実際に研究授業を受講した生徒の授業評価や、総合
学科で学んだ若い卒業生に明石南高校のカリキュラム評価を受ける授業研究フォーラムの
開催を提案する。在校生以外にも卒業生を参画させて研究授業等の省察を行うとともに、
明石南高校総合学科の学びが社会でどのように結びつくか、また結びつけられるか、ある
いは社会で必要な力を高校時代にどのように培えばよいかを複合的に検討する場としたい。
明石南高校では、生徒授業評価アンケ早卜の取り組みは定着していると述べた。また、
平成26(2014)年2月1日に行つた校内総合学科発表会では、平成22(2010)年に卒業し
た総合学科1期生のビデオメンセージを上映して、生徒、教員双方から好評を得た。
このように生徒や卒業生から評価を受ける土壌が、明石南高校にはすでに存在する。こ
のような生徒や卒業生の評価は、教員の視野を広げ、カリキュラム全体を俯嗽的にとらえ、
特色あるカリキュラムづくりをすすめる基盤になると私は考えている。大阪府立今宮高等
学校では、平成 24(2012)年11月に行つた授業研究会で、研究授業を行つた学校設定科目
を受講していた卒業生を参加させたり、大阪府下のみならず他県にも参カロ者を募ったりし
て研修会を実施していた。さらに鳥取県立米子東高等学校では、平成25(2013)年2月に開
かれた言語技術の授業研究会の際に、i研究授業を実際に受けていた生徒が参カロして外部講
師との議論を深める場面があつたもこのような懐深い開かれた学校経営はく知識共有と交
流を促進させ、新たな学校改善の推進力となることを私は肌で感じている。
生徒による授業評価アンケートのような量的調査と並行して、ダイレクトに評価を聴き
取るフォーラム形式の場を設定し、顔の見える状態での教員と卒業生や生徒との知識交流
をはかることの効果は大きいと考えている。この場での議論は、教員の授業改善意欲を高
めるとともに、生徒の学習意欲も高めるはずだ。学校や教員がどのような意図を持つて授
業をつくり、それをカリキュラムとして組み上げているかを生徒が聴き、生徒からの意見
を教員が聴く場を設けることで、双方の省察がすすみ、教員と生徒の知識共有と交流がは
かられるはずだ。このような生徒と教員の学びの場づくりは、特色あるカリキュラムづく
リヘつながつていくと考えている。
(3)LEVEL3 明南総合学科フォーラムの開催
LEVEL3では、「明南総合学科フォーラム」の開催が達成目標となる。LEVEL2の段階でフ
ォーラムに参画した生徒や卒業生に加えて、保護者や地域、他の高校の教員、近隣小中学
校教員の参画も促し、外部に広く開かれた全教員参加の研究フォTラムを「明南総合学科
フォーラム」として実践する段階である。この場では、私たち明石南高校の教育活動を議
論し、総合学科で取り組む幅の広い横断的な学びを紡ぎあげて、カリキュラムの構想を練
る場に発展させることを想定している。
総合学科の多岐にわたる科目設定や行事の多さは、明石南高校教員の頭痛の種である。
しかし、それは各教員や各部署の取り組みが個業化していることに大きな要因があること
をかねて指摘してきた。つまり、さまざまな取り組みの到達点や意義が見出せていなかつ
たり、取り組みのつながりが見えなかつたりすることに大きな問題がある。たとえば、総
合学科特有の取り組みである「産業社会と人間」や「課題研究」に代表されるキャリア教
育の取り組みについて、3年間を見通した全体像が見えていないと負担感や徒労感、多忙
感は大きくなるだろう。これは生徒にとつても同じことが言える。総合学科での学びの意
義を感じ取らずに、単発的にこなす学びに陥ると、構造的な学力は学がないしヽ 身につか
ない。
現在、学力向上推進委員会では、明石南高校の売りとなる「キャリア教育」と教科指導
とを結びつけることを来年度の大きな方針に定めることを検討している。それには、日標
や到達点の設定、教科や部署の横断的な連携、各行事のつながりを考えるカリキュラムマ
ネジメントの視点を持つことが不可欠である。まさに、総合学科高校の学校経営の手の打
ち所は、この種々の取り組みをカリキュラムとして紡ぎあげることにある。それにより、
生徒の到達目標を可視化し、教員のやりがいを高め、多忙感を解消し、教員の職能成長も
同時にすすめることができるのだ。受け身の一斉講義型の研修だけでは教員の職能成長は
すすまない:今年度に行つてきた校内自主研修会のような研修を重ねることで、教員にカ
リキュラムマネジメントの発想が芽生える。例えば、英語科で行おうとした英語で伝える
力を身につける授業を成立させるには、「グアム全の修学旅行、オーストラリアとの交換留
学、外部講師を招いての英語カアップの講演会、英語検定など本校で行つているすべての
国際理解教育をうまくつなげあわせていくことが必要だ」と研究授業者が 11月19日に行
つた授業研究フォーラムで提言したことは大きな成果である。
また英語科の「論理的な文章を書く」という目標と、数学科の「批判的な思考力を養う」
という目標は、共通性が高い。それらをつなぎあわせるには、1年次で行う「産業社会と
人間」のテーマ別研究の取り組みや、2年次で行う「総合的な学習の時間」でのディベー
ト学習との連関が不可欠であることも授業研究フォーラムの場で共有された。
このように実践重視の研修をすすめ、研究授業や授業研究フォーラムを公開実施したこ
とにより、教員の職能成長が図られるとともに、学校経営機能が強化される可能性が見出
された。
この今年度のプロトタイプの実践から生成された成果と課題をもとに、来年度のLEVELl
の取り組みに向けて着実に準備をすすめ、LEVEL3の「明南総合学科フォーラム」で特色あ
るカリキュラムづくりを推進し、内発的学校改善がはかられるように取り組んでいきたい。
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終章 知識創造の場づくりがもたらす可能性
佐古の学校組織開発論は、内発的な学校改善推進力を生み出すモデルとして、明石南高
校でも有効に機能したが、協働プロセスを支援するプロセスファシリテートチームの課題
を解決する手法について整理する。そして最後に、知識創造の場として構想した「明南総
合学科フォーラム」の可能性に言及して本稿を閉じることにする。
(1) ファシリテー トチームの育成モデルの提案
来年度のLEVELl段階の日標は、「指導と評価の一体化」の取り組みをすすめ、生徒の学
力を伸ばす協働の授業づくりを制度化することである。そのために、高校卒業後の進路に
もつながる実質性を伴い、キヤリア教育との接点を持った到達目標の再設定を各教科に求
めることが、学力向上推進委員会で議論されている。
文部科学省のホームページ36では、「学校においては、計画、実践、評価という下連の活
動が繰り返されながら、児童生徒のよりよい成長を目指した指導が展開されています。す
なわち、指導と評価とは別物ではなく、評価の結果によつて後の指導を改善し、さらに新
しい指導の成果を再度評価するという、指導に生かす評価を充実させることが重要です。
このことを『指導と評価の一体化』と言います」と説明されている。まずは、評価活動が
授業改善につながり、指導の質を高め、生徒の学力向上につながる一連の流れを教員が理
解する必要がある。
そのためには、かねて指摘している通り、この学力向上推進プロジェクト全体の進行や、
コアシステムの場である校内自主研修会をトー タルにファシリテー トする人材と組織の育
成が欠かせない。
河野37は、組織開発を効果的に展開していくために、専門的な立場から手を貸していく
「変革促進者 (ёhange agent)」と呼ばれる専門家の存在が欠かせないことを指摘している。
この変革促進者には、内部コンサルタントと外部コンサルタントがいる。明石南高校では、
内部のファシリテートを学力向上推進委員会が、外部の専門家に兵庫教育大学の吉水教授
という構図でプロジエクトをすすめてきた。この内部のファシリテートを担う学力向上推
進委員の「指導と評価の一体化」に関する専門性や、他の教員へのタイミングの良い支援
や介入が、大変重要になる。               |
しかし、現状の学力向上推進委員会は、主に輪番で1年ごとに交代する各教科主任で構
成されており、専門性や実践力が高いとは言えない組織である。そこで、現在の学力向上
36文部科学省http7/www.mext.go.jp/a_ュenu/shotou/gakuryoku/faq/001.htm
37河野(1995)は、組織開発を効果的に促進するためには、組織の問題を客観的な立場から明らかにし、望
ましい姿へと変革するための全体的展望をもつて各努力を調整する役割を担う人間が必要で、変革の実際活
動はそれぞれの当事者であるとしても専門的な立場から助言、助力を与えていくものがいなくてはならない
と｀指摘している。
推進委員会を、教科主任に限らず、研究授業の実績を積んだものを中心に各教科からの推
薦や立候補で構成される組織に改めることを提案する。            ~
佐古は、内発的学校改善の組織開発を「良循環サイクル」としてモデル化することを試
みた。久我は、教師の内発的動機に着目し、教師の自律的な意思を伴った主体的な統合に
よる「組織化」を促すとともに、教育改善を実現するための組織化モデルを仮説的に構築
している。この学校組織開発論はシンプルなモデルであり、実践容易でその効果も高いこ
とが明石南高校の取り組みからも証明されている。
一方で佐古は、学校組織開発を大学研究者のサポートを得ずに、自律的に展開するには、
学校管理職の意識と行動が重要であると指摘している38。 久我も、副校長や主幹教諭、指
導教諭などの新たな職を含めたトップマネジメントチームによるファシリテートを構想し
ている。
しかし、そもそも学校組織開発論や教員の主体的統合モデルは、内発的な動機づけによ
る学校改善をはかることが目的である。学校管理職が外発的に、統制的なリー ダ,シップ
をとらざるをえないような形式では、これらの実践の意味は半減する。
この学校組織開発の成否の鍵を握るのはプロセスファシリテー トチームであると再三指
摘してきた。明石南高校では、既存の学力向上推進委員会をプロセスファシリテートチー
ムに仮想した。しかし、今年度は十分にファシリテートが機能したとは言えない部分もあ
る。また、学力向上推進委員会よりも、コアシステムの場として設定した校内自主研修会
をリー ドした研究授業者が変革推進者となつていたとも言える。彼らは、授業づくりの専
門性を高めるとともに、若手の見本となり、次代のファシリテー ト役として大きく職能成
長した。
来年度の明石南高校のLEVELlの取り組みでは、このプロセスファシリテートチームに今
年度力量を高めた研究授業者など専門性の高い教員を加えて、学力向上推進委員会の組織
を改編する。コアシステムの校内自主研修会の場で育った専門性の高い意欲的な教員が、
ファシリテー トに関わることで、学校組織開発論の抱える大きな課題を解決できる。来年
度当初には、実際に研究授業を行いたいものや、授業研究に関心のある教員も加えて学力
向上推進委員会を改編し、5月中旬までの早い段階において、この学力向上推進委員の専
門性をさらに高める研修を行いたい。そして、このメンバ‐をプロセスファシリテートチ
ームとした校内自主研修会をすすめていく。この場で、今年度の取り組みを通して成長し
た彼らに続く研究授業者を再びプロデュースして、今年度の取り組みと同じような過程を
経験させることで、さらに次代のファシリテート役が育つサイクルをつくりあげられるは
ずだ。
そして、この内部のファシリテート人材の育成を支援する外部の専門家、明石南高校に
3,佐古(2o13)p13
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おいては兵庫教育大学の吉水教授のような外部コンサルタントの存在も不可欠である。外
部の専門家の支援は、学力向上推進委員会の正当性を担保する上でも欠かせない。
外部の専門家の支援を受けながら、教員が本能的に抱いている授業がうまくなりたいと
いう欲求を刺激する。この内発的な取り組みに変化しやすい授業研究の分野を学校組織開
発に用いて、校内に授業づくり自主研修会を設置する。その場での知識共有と交流によっ
て新たな知識創造が生まれるとともに、全員が主体的に活動し、学ぶ場に発展する。さら
に、その集団には研究授業者として、場のイニシアチブをとる者も生まれ、彼らのリー ダ
ーシップと、それを支えるフォロワーシップも生まれる6こうして、全体を見通して場を
ファシリテートできる教員が育ち、内発的な学校改善を志向するようになる。このように
すすむ内発的学校改善モデルは、明石南高校だけでなく、他校でも適用可能な実践モデル
であると考えている。
(2)今後の課題と可能性
団塊の世代が大量退職し、多くの若い教員が教育現場に続々と採用されている。彼らの
継続した育成プログラムを作成することや、若い教員を協働させることは全国共通の現場
の課題である。また、義務教育段階ではICT機器の活用や体験重視の学びなど新たな形
態の指導が次々と実践されている。そのような学びを経験した生徒を高等学校は受け入れ
ているが、多くはその連続性を無視したものになっている。さらに、平成25(2013)年10
月31日に教育再生実行会議が発表した第4次提言にあるように、下発勝負型の入試ではな
く、生徒の本質的な能力を評価するシステムに改める動きが、今後加速するだろう。今後
の中央教育審議会の検討動向を注目しつつ、新たな発想の授業づくりやカリキュラムづく
りを担う人材の育成は必須の課題である。その際、明石南高校が実践してきた校内自主研
修会のような教員間の知識共有と交流の場を設定することが、教師教育の場として有効で
あることが分かつた。当然ながら、このような知識創造の場の設定はベテラン教員にもよ
い効果を与える。全教員が参加した授業研究フォー ラムについても、何らかの気づきを教
員に与える機会となつた。
しかし、今年度行つた校内自主研修会に、全教員が参加できたわけではない。『学力向上
プロジェクトだより』での知識共有を試みたとはいえ、全教員で教育課題を生成すること
には課題が残つた。組織成員の多い高等学校で、教育課題の生成プロセスを共有できてい
るかどうかを検証する作業を今後は行つていく必要がある。
また、変化の激しい社会に対応した学校教育を構築していくには、学校長自身が学び続
けるという姿勢も問われることになる。校内で行われている取り組みを検討し、カリキュ
ラムを学校の取り組みの総体として扱うための知識共有と交流の場づくりをすすめる。そ
うすることで、新たな知見を生み出し、学校長がその場の議論で得た情報から、適切な資
源投下のための経営判断材料を得る。このような学校経営のあり方の構築は、社会の変化
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に柔軟に対応し、生徒志向、保護者志向の学校づくりをすすめる原動力となるだろう。「明
南総合学科フォーラムJのような知識創造の場を、学校教育現場の環境変化に対応するシ
ンクタンクとして機能させるための方策ても引き続き検討していきたい。
今年度に実施した授業研究会と授業研究フォーラムは、兵庫県下の全ての県立高等学校
長あてに実施の公文書を発送した。しかし、多くの参加者を集めることができなかつたこ
とも大きな反省材料である。これは、明石南高校の行おうとする意図が伝わらなかつたこ
とが主たる要因であるが、今の学校現場では、自校のことで精一杯で、他校との連携まで
考える余裕がないのも実情であろう。しかし、閉じられたネットワークで一人勝ちをねら
う戦略では、少子社会の局面では共倒れになるだろう。本研究では、一人ひとりの個業化
しているバラバラの取り組みを自律と協働をキーワードにつなぎ合わせる試みを行ってき
た。そして、この取り組みを推進することは、学校ごとに1校1校バラバラに行われてい
る取り組みを協働の取り組みに変換し、地域全体の教育活動を向上させる力を生み出すこ
とにつながるはずだ。
'高等学校だけではなく、学校種をまたいだ授業研究ネットワークを
構築することなど、協働の可能性は無限に広がつている。このような連携をすすめ、生徒、
教員ともに学び続ける学校づくりを推進する努力が、現場の私たちに求められている。今
後も、対話を重視した協働の組織づくりをすすめるための研究をすすめ、若手教員の多数
在籍する明石南高校の人材育成につなげるとともに、総合学科高校全体の学校発展のあり
方も課題にすえて、実践研究に取り組んでいきたいと考えている。
最後に、私の研究のためにインター ンシップをl央く受け入れてくださり、お忙しい中にも関わら
ず時間を割いてご指導いただいた兵庫県立明石南高等学校永井邦治校長をはじめ、教職員の
皆様に厚く御礼申し上げる。また、懇切にご指導してくださつた大野裕己先生に感謝申し上げる。
今後とも、皆様からの忌憚のないご意見やご指導、ご助言を賜りたく、衷心よりお待ち申し上げる
次第である。
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資料1 「11月の研究授業に向けての校内組織体制」(佐古(2013)より筆者が加工し作成)
11月の研究授業に向けて
授業づくり校内自主研修会
フアシリテーけ ―ム
(健進組織)
学力向上プロジエクト推進委員会
資料2 3年間の明石南高校学校改善プラン (筆者作成)
段階に応じた3年計画での学校発展
コアシステムのさらなる可能性
外発的学校改善要求 内発的学校改善意欲
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カリキュラム開発
の指針
資料3 「明南総合学科フォーラム」イメージ (筆者作成)
資料4 平成25年9月実施 総合学科1期生に対する明石南高校の教育活動についてのア
ンケー トより「高校生のうちに身につけておいた方が良い資質や能力」
。自主性、自律性です。主体的な行動と受動的な行動では、あらゆる事に置いて得られる経験値に大き
な差があるからです。(大学生 男)
。自分はどのような人になりたいかを考える機会を多く設けて、目的意識をもつて日々を過ごせるよう
にしてもらいたい。(大学生 男)
。何よりも自分のことは自分が納得できるように、自分で考えるということが大事だと思います。(大
学生 男)
。高校の間はとにかく勉強や部活など何かに一生懸命に打ち込んで挫折や努力をすること。 (大学生
女)
。物怖じせずに、自信を持つて新しいことにチャレンジすること。(大学生 女)
。自分の意見を積極的に話したり、リー ダーとなつて話をまとめたり進行していく力は専門学校時代に
身につけましたが高校時代にこれらのことが身についていればよかつたと思います。(看護師 女)
。人の話を聞く力はつけておくべきです。あとは「自分とは何か」を良く知るべきです。(大学生 男)
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資料5 平成25年度 研究授業づくり校内自主研修会の実施内容 (筆者作成)
実施 日時 内容 参カロ者
1 7/30 (火)15日寺30分～17日寺
授業づ くリワークショップ
授業で大切にしていることを模造紙に
まとめた。
8名
2 8/30 (金)15日寺30分～17日寺
授業構想検討
数学、英語の研究授業の授業構想を語
つてもらい、意見交換を行つた。
15名
3 10/18:(金)15時50分～17時
指導案検討
数学、英語の研究授業指導案を発表し、
意見交換を行つた。
14名
資料6 平成25年7月30日実施 第1回校内自主研修会事後アンケー トより
0共通認識、情報交換などとても有意義だと思つた。
・他教科との交流が授業づくりにおいて有意義であるとわかつた6
・他の先生がどのような視点で授業づくりをされているかを知る機会は少ないですし、またそれがと
ても役に立つ事だと思います。
・ブランクがある分どこかに不安を抱えた1学期間でした。このような場があると大変心強いです。
ありがとうございました。
。自主研修の形でいいですがもう少し人数が欲しい。様々な意見を聞くためにも。授業で工夫してい
る部分をもう少し具体的に提示できる場があつてもいいのでは 。・・。専門教科以外にも興味を持
つていきたい。
。もつと多くの教師が参加すればよかつた。その為には補習や面談のこの時期は避けた方が良かつた
と思います。
。この会にもう少し多くの先生が参加していただければと思います。若い先生方には今後の授業づく
りの参考になりますし、ベテランの先生方にはこれまでの経験や知恵を伝えていく良い機会になる
と思います。
。今日の内容に関しては雑務に追われる仕事の毎日から少しは離れることのできる教師らしい時間で
あったのではないでしょうか。このような時間を持つことから私達め授業は作られていくのだと思
います。これから楽しみです。お疲れ様でした。
3
資料7 平成25年8月30'日実施 第2回校内自主研修会事後アンケニ トより
。若い先生方の活気あふれる意見交換は励みになります。意見やアイデアの何を取り入れるかは各先
生方に委ねられますが、思いつくまま出すということがとても大切ですね。
・研究授業が終わった後の研修をやつているような感じでした。これから行う授業のフィー ドバック
をすでにいただくというのは逆転の発想ですが、1贋序を変えるだけで、随分違うものになると感じ
ました。大変貴重な意見を他教科の先生方からもいただき参考になりました。
。前回よりも具体的な話ができ、人数も多かったので大変参考になりました。
。大変勉強になりました。もう少し時間があれば、授業の後の評価の仕方 (英語だつたら日本語の内
容、文の量、文法?など)、 その評価の次への生かし方が聞きたかつたですもありがとうございま
した。
・最後のご指摘がやはり大切で「書く必然性」という目的意識、目標を常に明確にすべきことを再認
識しました。その中で難しくなるのが普段の流れの中でその1コマ1コマにいかに日標を明確にす
るかであつて、その点では私はお二人が普段の授業でどうそれを実践されるのかに興味がありま
す。単発授業は、やはりその意味で日標設定、興味づけはしやすいと思いますので000。今回は
1コマの中での構成、展開を勉強させていただきたいと思います。
・活発な議論になつて面白かつたです。勉強になりました。今後、さらに議論が積み重なつていくこ
とを楽しみにしています。
0発表者側の準備は大変だったと思いますが、「筆記具一つで参力日できる」というのが、こういう会
を活性化すると思います。ありがとうございました。
・活発な意見交換が教科を超えてできたことはとても意義があつたと感じます。授業者に気づきがあ
つたことはもちろん、参加者全員に気づきがあり、授業を組み立てる発想の広がりが生まれたと思
います。
資料8 平成25年10月18日実施 第3回校内自主研修会事後アンケー トより
0トピックの選び方の視点は参考になりました。
・課題が毎回見つかります。授業までにきっちり準備していきます。
0改めて生徒の動きを意識して取り組まないといけないと思つた。
・実際に指導案を見ながらの説明だつたので、大変分かりやすかつたです。
。なかなか数学の評価の仕方のいい案がうかびませんでした。ですが、ゲームの中で理解させていく
こと、とてもいいなと思いました。
・終了5分前ですべりこみ参力日をさせていただきました。先生方の意見がたくさん出ており、この空
気に触れただけでも大変有意義なものになっていたなと思いました。
・教員の思い (ねらい)と生徒の立場では、当然だがかなり隔たりがあるのかもしれないことを改め
て実感した。(教員の立場では分かるだろうが、生徒の立場ではなかなか分からないというような
問題)
4
資料9 平成25年12月2日「学力向上推進プロジェクトアンケー トまとめ」
校運・職員会議資料
平成25年12月2日
平成25年度学力向上推進プロジェクトアンケー トまとめ
学力向上推進プロジェクト委員会
今年度の学力向上推進プロジェクト「到達目標を明示した教科指導のあり方について一明確な学力観
に基づき、短期・中期,長期的到達日標を設定する一」にご協力いただき誠にありがとうございました。
先日行われました授業研究会と授業研究フォーラムのアンケー トをまとめておりますので、ご一読く
ださい。
なお、この学力向上推進プロジェクトは平成 24年度から平成26年度まで3年間の研究指定を受け
ています。これから学力向上推進プロジェクト委員会では、今年度の取り組みを受けて、来年度の計画
を立案してまいります。引き続き先生方のご協力をたまわりますようよろしくお願いいたします。
1 11月12日英語科研究授業について
(1)校内アンケー ト
○よく工夫されて生徒の活動が多く、わかりやすい授業だつたと思います。(英語)
02人一組で楽しそうに文章を考えていたのが印象的でした。私もこんな授業を高校時代に受けたかつ
たです。(国語)                       '
○生徒も教師もやるべきことを明確にした授業だつたと思います。前後のつながりも工夫されていたため
か、生徒が積極的かつ内容のあるボディーを書いていたことで授業の1つの目的は達成されていたので
はと思います。検討会で出た「日標の到達評価」や「評価方法」に対する課題については、私も勉強に
なりました。生徒の反応、積極性などを見て、日ごろからの教員への信頼や関係が非常に良好であると
感じました。その点が一番印象に残りました。(国語)
(2)外部アンケー ト
○ライティングの指導を正面から取り組まれていることがとても素晴らしいと思いました。■ansttion
Signalを使つて、さらに自由度の高い作文を書くようにしていくといいなと思いました。(総合学科
高校・英語)
○生徒の動きを個人からペアヘと拡大しながらの授業でした。教科が異なるため詳しい展開内容につい
ては分かりませんでしたが、生徒が発表する場面があればと単純に思いました。ALTとの連携もう
まくいっているようでした。最初の説明の時に板書を使いながらやればもう少しわかりやすかつたの
ではないかと感じました。(総合学科高校・地歴)
0これまで受けたり、見聞きしたりした授業とは異なる興味深い授業でした。マインドマップを使つて
意見を出し合う。それを学習内容につなげる。50分でテンポよく多様な学習活動を設けるなど、受
けて楽しく、自分の授業づくりにも生かせるものでした。生徒の主体的な活動をメインに進んでいく
ので、途中の机間指導や授業者の指示が重要だと感じました。生徒同士の採点では気づきも多くある
と思うので、その気づきが記録などの形として残すことができれば、今後の展開やモチベーションア
ップにつながるかもと思いました。参加して良かつたです。ありがとうございました。(高校・地歴)
○生徒にとつても考えやすい内容でよかつたです。先生が生徒に投げかけられる言葉のやわらかさ、あ
たたかいまなざしはとても好感が持てました。ALTの先生もとても表情が良く、英語が苦手な私も
「こんな授業をしてくださる先生だったら英語が嫌いにならなかっただろうな」と思いました。(小
学校)                           ヽ
2 11月12日数学科研究授業について
(1)校内アンケー ト
○理系科目や数学パズルのようなものが好きな生徒に対しては非常におもしろく感じられたと思う。た
だ、一度思考がとぎれた生徒が集中力を欠ぃた様子もあつたので、理解度をこまめに確認できたらと
感じた。2×2の4コマが導入としてあればよかつた。(理科)
○生徒の活動は活発であつたが、導こうとする結論に至らなかったことが残念であった。(数学)
○生徒は積極的に発言を行い、教科書に載っていない内容でしたが楽しんで学習できていたように思い
ます。板書やスライ ドの準備も非常によかつたと思います。(数学)
(2)外部アンケー ト
○題材の難しさをわかりやすくする工夫がたくさんされていました。「黒板」「パワーポイント」「カニ
ドに順番を書く」など、それが協働で出てきた工夫なのだと感じました。面白い題材を提供していた
だきありがとうございました。おそらくどこかで使わせてもらうと思います。(高校・数学)
○高校数学の導入としては素敵な骨のある授業でした。この頭の使い方、「?」 の持ち方、悩み方を、
生徒の頭の中にずつとひつかからせ続けられるようなしかけや働きかけができれば、求める生徒が育
つと思います
`今
日はありがとうございました。お疲れさまでした。(高校・地歴)
○「数学」=「数楽」が伝わる授業でした:教科書をベースとしたいわゆる通常授業において到達目標
を設定した取り組みを参観してみたいと思いました。(高校・英語)
○生徒たちが楽しそうに授業に取り組んでいたのがとても印象に残りました。「作業の時間」「思考の時
間」がきちんと分けられていなかつたのではないかと思いました。いつまでも作業をしていた生徒も
いました。たとえば黒0・2・4・608にはできないことは今一度黒板に貼り出したものを持ち帰
らせて確認させてできないことを全体で確認する等もあればよかつたかもしれません。(小学校)
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3 11月12日授業研究会について
(1)校内アンケー ト
○見学にこられた先生からの積極的な発言により、新たな視点が身に付いたように思いました。ただ、
「育てたい生徒を育てられる授業づくり」にふだんの授業から何に注意すればよいのかについて答えが
出ないまま終わつたような感じを受けました。(数学)
○いろんな意見があり、おもしろかつた。(理科)
○限られた時間なので、「何について議論するか」を絞つた方がよいと感じました。(英語)
○積極的に発言される先生が多く、内容も的確であり、参考になる意見が多かつた。(数学)
○吉水先生の「授業者にとつて得となる検討会」の言葉通りに今後積極的に他の先生方の授業を見て学
ばなければならないという気になった。(国語)
○貴重な機会だったので、授業も参観したかつたです。中下位層の学力、モチベーション向上に視点を
置いた意見交換や参観の機会を設けていただけるとうれしいです。また、明南で言う「学力」とは何
か、という根本的なとヒろを明確に共通理解できる機会があれば、と思います。私自身はうまく言え
ませんが、「社会に出て困らないための人間力」と考えています。入試の現状とは相反するのかも知
れませんが。(国語)
○同じ部屋で研究会を行つたので、互いの声が聞こえてしまい、少しやりにくかつた。(数学)
07月からの自主研究会は冊子にあるとおり実りの多いものだつたと思います。本番の研究会では、意
見交換というより小中高の先生方の品評会のような雰囲気が強かつたように思いました。これでは次年
度以降も積極的に会を開こうという流れにはなりにくいような。(数学)
(2)外部アンケー ト    ´
○学校として教科を越えて授業研究をされることはすばらしいと思いました。この取り組みを高等学校
で続けられることや他校種の教員も参加することにも意義があると思いました。 K/1学ヽ校)
○途中で意見が出たように、授業者の一番工夫した点、意見をいただきたい点、また今回のテーマ「到
達目標を明示した教科指導」について的を絞つて協議すればよかつたかと思います。(高校・英語)
○とても素晴らしい研究会でした。明南の取り組みの素晴らしさから、随所に「おもてなし」の精神を
見ることができました。このようなプロジェクトを学校全体として取り組んでいくことで学校が一つ
にまとまつていくのだと思います。(総合学科高校・地歴)
○今、学校として授業研究への機運が高まつてきているところだと思います。授業ヽの参観者、研究会
べの参加者がさらに増え,教科や学年の枠を越えて共通の視点で互いの授業を検証し合い高め合う風
土が根づいていくことを願つています。そのためには実践を積み重ねていくことが大切です。それは、
なかなか大変なことだと思いますが、どうかがんばつてください。(小学校)
4 11月19日(火)授業研究フオーラムについて
(1)校内アンケー ト
○英語は「使いたいと思う」ことが力が伸びるという発言。
→英語の必要性を感じているので「やる気」をおこすための方策が必要だと感じたから。(国語)
○クリティカルシンキングの大切さという発言
→あふれる情報の中から本当に必要なものだけを選び取る力は教師として生徒に伝えるべき重要なこ
とだと思ったから。(国語)
○スモールステップでの取り組みという発言
→あいまいすぎる日標に少しずつ具体的に取り組み、気づけば日標に近づいていたというのが理想だか
ら。(国語)                           ,
○建前の日標、本音の目標、の場面。「決して別の物ではなく、つながっているし、つなげていかなけ
ればならない」という発言。
→私自身も同様矛盾やジレンマを感じながらもすべての活動はつながっていると信じ、ロスだと思われ
るようなことを継続しています。卒業後に生きて使える、本当の力を付けてほしいと思うからです。
楽しいという実感が意欲や自発的な学習につながるとも考えています。
○モチベーションや楽しさについて。
→モチベーションにもいろんな質があり、生徒のモチベーションを上げることは教育において手段にも
なれば目的にもあり得るということを考えました。(国語)
○「研究目標」と「受験目標」のどちらを優先するのかという点が参考になりました。,
→自分自身もそのことで悩んでいたからです。(地歴)
○フィー ドバックではなくフォワー ドバック。ネットワークからノットワーク
→違う種目を各々教えているので、ややネットワークに不安があるが、指導方法は永遠のテーマではあ
るが、少しでも「わからない」のをわかる方向に進めるために必要だと思つたから。(体育)
○建前のような目標に見えるかも知れないが、そうは思つていない。
→今後の励みになりました。私ももちろん建前とは思つていませんが、日々の授業の中で「本当にこれ
が日標につながるのか」と自信を失うときもあります。しかし、小山先生のようなベテラン教師が発
言されると、気合いがみなぎつてきます。(英語)
〇会を開くことは大変意義深いと思います。入り日のポスターにあつたように「研究授業で終わらない」
という試みはすばらしいと思います。ただ、頭に残つたことは少なく、遠くから旅費を使つて出張を
するには物足りないという感は否めません。会の雰囲気は入りやすいいいものでした。(国語)
○本校の抱える問題点が明確化され、共通認識として全職員が取り組むべききっかけになつたと思いま
す。ただ、異校種の先生方が多数参加していたので異なる視点からの意見や指摘を聞きたかつたと思
いました。(国語)
○議論がスムーズで整然としていて、とても勉強になりました。(国語)
○自分の教科も教育法を見直す必要があると思います。(体育)
○研究授業もビデオを通じて客観的に見ることができました。また異校種の先生方が場にいることで多
様な意見が出たのではないでしようか。しかし、パネリストの皆さんの発言すべてが本音とは言えな
いと思いました。(英語)
○取り組み自体は価値があることだと思つています。しかし、フォーラムのやりとりが外部の人を入れ
てするほどのことだつたのか正直疑間です。校内のもつと自由に意見が出し合える環境で向上心を持
つたものだけの集団に、一人講師を迎え、客観的に意見をしていただいた方が意味があつたと思いま
す。
○教頭の司会は今後皆の前での発言の際に参考になる、とてもわかりやすく、聞きやすいものでした。
勉強させていただきました。(国語)
○今回の取り組み、もう少し丁寧な計画が必要かと思いました。今回「学力とは何か」という重要な問
題について、ある道が示されたように思いま す
`早
急に委員会において反省し、今後の展開につい
て検討すべきと思います。2人の若い先生がたまたま授業をしたということで終わらせては無意味で
しょう。今後、全教科において「学力」について定義し、各教科がその特性においてどのように伸ば
していくのかを考えな|すればなりません。来年度は全教科、全校の取り組みとして発展させてくださ
い。(国語)
○ふだんから他の先生方の考えを聞いたり授業を参観し合つたりできればいいのですが、卜1亡しい」と
いう理由でなおざりにしてしまいがちです。そういう意味では非常に貴重な機会を与えてもらつたと
思います。「中下位層の意欲、学力の底上げ」「総合学科としての学びと教科、入試との連動」などを
テーマとして取り上げてもらえるとうれしいです。(国語)           ‐
01つの話題にフォーカスしてもおもしろいと思いました。今回は日ごろの取り組みを総論的に話すと
いう内容だつたので。(国語)
○教室のTVは保護フィルムをはがした方が見やすいということに気づきました。(数学)
○今回の取り組みすべてが初体験だつたのですべてが勉強になりました。ふだんあまり考える機会のな
い事柄に触れることができたのはありがたかつたです。本当は心にとめるべきことなのかもしれません
が、忙しい中、忘れてしまいがちなことを反省するよい機会にもなりました。(英語)
(2)外部アンケー ト
○大変参考になつた2日間でした。これを実現するためには多くの苦労があつたろうと察します。しか
し、この必要性を教員が気づき、最終的には生徒に還元できるので、前向きな改革であったと思いま
す。吉水教授のことばにあうたように①総合学科の取り組みのモデルとなっている②自主的に協働を
実施している③フィードバックからフィードフォワードで取り組んでいる④中学校との交流を積極
的に実施するといつたことを含んでいるフォーラムであつたと思います。他府県、異校種の参加もあ
ったので、パネリストとして登壇するか会場での発言を聞きたいとも思いました。(総合学科高校・
地歴)
○総合学科推進部長の方が発言されたことに私も賛成です。総合学科の教員はできるだけ産社・総学・
課研に関わることがとても大切だと思います。文科省が平成25年度に発表した総合学科アンケー ト
結果の分析で、総合学科の教員が総合学科についての知識が不足していることを課題に挙げています。
科目において目標設定し、キャリア能力を高めることが学力向上にきつとつながると信じています。
キャリア能力の向上を意識した指導を、同時に学力を高める指導にすることが私たちの課題だと思い
ました。(総合学科高校・英語)
○総合学科として多様な生徒たちを伸ばすためにご苦労をなさっている様子がよく理解できました。見
える力 (考査の得点、模試の成績)だけではなく、見えない力 (聴く力、話す力、読解力、やる気
etc)を伸ばすことで学校全体としての向上があると思いますし、他校にない強みではないでしよう
か。(総合学科高校・数学)
○多忙な中、また新たな取り組みがなかなかできにくいなかだとは思いますが、このような校内だけで
なく外部の方も巻き込んでのフォーラムを実施されたことに非常に刺激を受けました。プロジェクト
の指定期間だけではなく今後も継続できればよりよいものになっていくことと思いつつ、本校では難
しいかなと思いました。同じ総合学科なので今後も参考にさせていただきたいと思います。これから
このような企画が実現できるよりよい教員集団であることと貴校のますますの発展をご祈念申し上
げます:(総合学科高校 0国語)
○明南の先生方が熱心に教育目標達成のためのプロジェクトを立ち上げ、研究会を行つていらつしゃる
のが分かりました。今日学んだことを持ち帰って授業づくりに活かしていきたいと思います。(高校・
英語)
○計画的に全校、校外を巻き込んで取り組んでおられ、高校における授業研究のあり方の参考になりま
した。(高校・英語)
○学校としての到達目標が明確になり、教員の学びに対する意識をそろえるために努めることが大切だ
と感じました。ここをそろえないと「知識か表現力か」のような議論に終始してしまうのではないか
と思います。非常に大きな努力を払つておられるので、ぜひ成果を出して明南のスタイルを確立して
いただきたいと思います。ありがとうございました。(高校 。理科)
○論理的な思考、Crtticalthinking 生徒が発言しやすい環境づくりなど総合学科として様々な取り組
みをされている一方で、生徒の学力向上、受験対応の学習とのギャップは大きな課題のようです。英
語の新カリー 年目に取り組んでいる私たちにとつても同様の課題です。今回の議論を参考にさせてい
ただき、何とか3年受験にまでつながつていく工夫をしていこうと思いました。(高校 。英語)
○授業のあり方についてはフオーラムという校内外をまきこんだコミュニケーションの場を設定する
試みは大変参考になりました。最初は少数校での取り組みであつても、これが多くの学校に広がる契
機となる可能性があるように思いました。このようなフォーラムが今後、先進的なモデルになること
を期待しています。本日はありがとうございました。(特別支援学校)
○大変充実したフォーラムでしたので、時間が短くて残念に思いました。今日の議論は、きつと今後深
めて議論されることであろうと思いました。また、明南の多くの先生方が出席きれて意識の高さも感
じました。教科をこえた協働的な明南の先生方に触発されました。(中学校・国語)
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○若い先生方を中心に授業のことについて真剣に向きあおうとしていて刺激を受けました。最終的に学
校全体としてどのようなことを学校の特色やうりにしていくかというところが各教科・領域でどのよ
うな学びを行つていくかというところにつながると思います。これは学校に関わる人全員が共有し、
協力して進めていく必要があると思います。ぜひこれからも明石南高校全体で取り組んでほしいなと
思いました。本日までお疲れ様でした。これからの発展、ご活躍期待しております。今日がよいスタ
ートとなりますように。ありがとうございました。(小学校)
○授業研究会を高校で実施されたことにまず敬意を表します。授業研は個々の教師の力量を高めること
も1つですが、個人が持つ「知」を形成知として共有し、広めることに意義があります。そのために
今回得ることのできた形成知のうちで共有できる知は何なのかをきちんと整理され、まとめられてお
くことで明南の知として積み上げていかれるのではと思います。その知は教科の枠を越えるものであ
り、二1達目標への道のりを示すものであると思います。一つ一つ足跡を残す研究会がさらに発展され
ることをお祈りします。(小学校)
11
資料10 授業研究フォーラム後の数学科研究授業者の振り返リアンケー トから
今回のプロジェクトにおいて、最も効果を感じたのは、研究授業に向けての事前の協議である。通常、
研究授業においては、事後の協議のみであり、学習指導案と実際に行われた授業、生徒を主な観点とし
て行われる。それに対して、事前の協議では,学習指導案を中心に、(想像の域を出ないが)それを実
現するための改善点を主な観点で行うことができた。さらに、複数の教科の教員が参力日したことに大き
な意義がある。もちろん、実際に授業を行わなければ見えない部分はあるが、授業実施者の意図をくみ
取り、その実現に向けて協議を行うことにより、様々な工夫をすることができた。そのことで、1時間
という時間的制約についても、かなり緩和することができた。
資料11 授業研究フォーラム後の英語科研究授業者の振り返リアンケー トから
今回の研究授業ではワークシヨップ形式で授業案を他の教員を交えて事前に議論する機会がありま
した。これまでの研究授業では研究授業の 1時間だけの内容を見て授業の後に行う研修会等でフィー
ドバックをいただいて、「それでは今後そのご意見等を参考に授業改善をしていきます」というような
流れでしたが、私のように経験が少ない教師にとつてはいろいろな先生からアドバイスやご意見を事前
にいただくことができ、それを元に授業案を組み立てていくことはとても有効な手段だつたと思いま
す。加えて他教科の先生に授業や指導案について意見をいただくことによつて、多様な視点から授業を
分析し改善することができました。この方法は特に経験の浅い若手の教員にとつては非常に有効だと思
います。
資料12 『学力向上推進プロジエクトだより』発行実績
タイ トル 発行年月 日
1 平成25年度の学力向上推進プロジェクト 平成 25年6月25日
2 第1回公開授業週間(6/3～6/7)ふりかえり 平成 25年7月17日
3 第1回自主研修会(7/30)ふりかえり 平成 25年8月1日
4 小論文自主研修会(8/19)ふりかえり 平成 25年8月27日′
5 第2回自主研修会(8/30)ふりかえり 平成25年9月4日
6 「大阪国語教育アセンブリー 2013」参加手記 平成 25年9月19日
7 教育実習生の研究授業(9/19)ふりかえり 平成 25年9月20日
8 教科指導を通して育てたい生徒像 各教科目標 平成 25年10月11日
9 第3回自主研究会 (10/18)ふりかえり 平成 25年10月25日
10 吉水裕也教授の河合塾『Guideline ll月号』記事 平成 25年11月11日
11 研究授業&授業研究会(11/12)ふりかえり 平成 25年11月18日
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資料 13『学力向上推進プロジエクトだより』第1号
学力向上推進プロジエクトとは
鴫籍は、県T30絞指定「学方向上ブロジェクト事蜘 ほ平虚 1年
度から取り組み、その後継事業の「学力向上推進ブロジェクト事
業」でも鑑続指定を受け、5411の取り織み奥織があります。
このプロジエクトの趨旨は、「それぞれ中 現状を踏まえた
うえで、必標な基逮釣・基本銅医学力の機察な定機を図り、研究狡
ntI大して授準改癬簿に躇め、学調奪欲の向上、学爾習慣の定量を
置艦鯰じ智82虚鱗襲F曳盤‰震鷲鍵醗貫
突させることを自標に、饗員念では研修企困と察嘉に取り組んでま
いります。忌輝のないこ意見をお寄せください。
潤燿度のデータとして議犠されつつあります。
健 年察館の卒業諧アンケートより
鰤
総合学科改編以降、継続的、組織的に、他絞にない研修を続けています
(1:毎学期衝つている生機学督。生活実態調査の実施を維続して分析します.
働授業公関選間で、教員の機業改曽へつなけます。今年
“
爾38～7日と11月11自
～15日まで02回集施します。
(3… 教弯大学散鱗大学錠授業実践麗錯コー ス奮水裕3救授をス パー バーイ
プーにお露奪して1年間継続して授業改摯のための執員6JI修を行しヽます“
財 浙 躙
?
?
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↓
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難 1
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研究経露書の学謬j88案づくり、機難づくりの自主研修会実施
スーパーバイザー審水敏機らと研究機集置で機彙準薦
鞠 公関鱗難遅間で構業のあり方を研修
餃外からむ鰺観者を霧い
癬 アンケートの奥灘
奮水裕也教授のまとめの欝麟{11/191
兵庫果立明石南高等学校
鬱 学力向上推進プロジエクトだより
学び続ける生徒と数農で爾る調南総合学科の学び
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卒業生全員に関きました。
あなたは進路先に満足していますか?
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資料14 平成25年度各教科の長期目標と中期目標 (学力向上推進委員会作成)
長期 目標 中期 目標
?????
?
学習指導要領に謳われている「国語を
適切に表現し的確に理解する能力」を
軸として、「伝え合 う力=コミュニケー
ション能力」と豊かな「思考力や想像
力=クリエイテイブな発想力」を高め、
様々な分野で必要な人材として期待さ
れる人間を育成する。
「現代文」 ⇒ 国語を的確に理解する能力を高める。言
語能力を磨く。
「古典」 ⇒ 思考力や想像力を高める。言語文化に対す
る関心を高める。
「国語表現」 ⇒ 国語を適切に表現し、伝え合う能力を
高める。
?
?
?
?
教科間および科日間の関連を踏まえ
て、社会的事象に対する理解を総合的
に深めさせ、主体的に物事を考察しよ
うとする洞察力を養う。
1年次 :基本的な知識や技能を習得し、現代社会に潜む諸問
題を発見する力を養う。
2年次 :各種の資料から情報を読み取る力と、社会的事象の
意義を解釈する力を養う。
3年次:社会的事象の特色や事象間の関連性を説明する力を
養う。
?
?
仮説を立て、論理的に考えようとする
姿勢を持ち、さらに正しく批判するこ
とができる子どもを育てる。
1年次「解答=答え」から「解答=答えに至る過程」へと意
識を変える。答えが出たことに満足せず、見直すことがで
きる。
2年次 吟味の必要性を理解し、十分性を確認することがで
きる。自分の解答に対する間違えの原因を見出し、修正す
ることができる。
3年次 式や言葉によつて思考過程を論理的に記述するこ
とができ、それを客観的に評価することができる。
?
?
科学的要素を含んだ新聞記事やTv報
道の内容をきちんと理解できる基礎・
基本的な知識を身につける。
その科目に特有な思考過程を理解する
ことにより、社会生活の色々な場面で
柔軟な推理・洞察を図り、問題を角早決
する能力を養 う。
長期的目標の達成のため、重要語句や公式をきち々と理解
し、各項目における典型的な例題は正確な解答ができる力
を養う。
実験・観察の方法などを自ら構築する能力を養う。
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長期 目標 中期 目標
?
?
?
?
運動やスポーツに親しみ生涯にわたつ
て実践する能力や態度を育てる。
体力づくりのための施設や用具などを活用し、生徒の体力
の増強を図る。
身体測定 。健康診断等の統計を正しく行い、その結果を分
析して実態を把握する。それを土台にして指導法を改善・
研究し、オールラウンドな体つくり、総合的な体力の向上
を目指す。      .
?????
生涯にわたつて芸術を愛する心情信条
を育てる
卒業後、展覧会や演奏会などに行つて、鑑賞活動を楽しむ
ことができるようになる。生活の‐部として取り入れるこ
とができるようになることを目指すg制作者や演奏家にな
る者はほんの一握りであるので、主に鑑賞家として芸術を
愛好できるように作品制作や演奏などを通じて指導してい
く。
?????
自分が感じたことや考えたことについ
て、英語で伝える力を身につける。
また、ある話題について人と英語で意
見交換ができるようになる。
1年次 :各レッスンで使用される表現や語句を用いて、簡単
な自己表現ができるようになる。英語を使つて自己発信で
きるよう、基礎・基本を徹底させる。英語が得意な生徒も
不得意な生徒も今よりも英語が好きになるようにする。
2年次 :各レッスンの内容について、自分の考えを表現でき
るようになる。1年次で学んだ基礎・基本を定着させ、更に
語彙力、文法 。構文力、読解力を養う。英語で更に豊かな
自己表現ができるようになり、発信しようとする。
3年次 :各レッスンの内容について、生徒同士で意見交換が
できるようになる`各自
の進路希望に応じて必要とされる
語彙力、文法 。構文力、読解力、要訳する力を身につける。
英語で人の意見を聞き、理解し、意見を伝えようとする。
?
?
人の一生を見通しながら自立して生活
する能力と、異なる世代と関わり共に
生きる力を育てる。
生活の課題を主体的に解決し、生活の向上を図る能力と実
践的な態度を身につける。家族 。家庭及び福祉、衣食住、
消費に関わる基礎的・基本的な知識 。技術を習得させる。
?
?
実習を通して、社会で必要な情報処理
能力を身に付けるとともに、情報通信
ネットワークを活用した意見の収集や
提案、問題の解決をすることができる
力を養う。
情報化が社会に及ぼす影響について理解し、正しい知識、
情報モラルを身につける。
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